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范
曄
『
後
漢
書
』
の
伝
来
と
『
日
本
書
紀
』

池
田　

昌
広

　
　
　
　

一　

問
題
の
所
在

　

范
曄
（
三
九
八―

四
四
五
）
の
撰
し
た
『
後
漢
書
』（
以
下
、
范
書
と
略
称
）
は
、
後
漢
一
代
の
史
事
を
叙
し
た
断
代
史
で
あ
る
。
今
日
、
司

馬
遷
『
史
記
』
と
班
固
『
漢
書
』
と
と
も
に
三
史
と
称
さ
れ
る
。
本
稿
は
范
書
の
本
邦
初
伝
の
時
期
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た

だ
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
こ
の
一
事
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
。

　
『
日
本
書
紀
』（
以
下
、『
書
紀
』
と
略
称
）
の
す
く
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
漢
籍
か
ら
の
流
用
文
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
の
出
典

に
范
書
を
か
ぞ
え
る
説
が
あ
る
。
該
説
に
し
た
が
え
ば
、
お
そ
く
と
も
『
書
紀
』
撰
上
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
は
范
書
が
舶
載
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
目
下
、
范
書
舶
載
を
み
ち
び
く
最
も
ふ
る
い
徴
証
と
い
う
。
し
か
し
、『
書
紀
』
中
の
范
書
引
用
の
認
定
は
、
す
で
に
破
綻
の
あ

き
ら
か
な
『
藝
文
類
聚
』
利
用
説
を
前
提
に
し
て
い
る
。
前
提
が
ほ
ぼ
く
ず
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
該
説
の
是
非
は
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
こ
れ
を
果
た
し
た
く
、
紙
幅
の
大
半
を
『
書
紀
』
に
お
け
る
范
書
利
用
説
の
検
証
に
つ
い
や
す
は
ず
で
あ
る
。
范
書
の
初

伝
時
期
を
推
定
す
る
作
業
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
舶
載
の
最
古
の
徴
証
と
い
う
『
書
紀
』
に
お
け
る
范
書
引
用
の
是
非
を
さ
だ
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

范
書
引
用
の
如
何
は
、
す
く
な
く
と
も
、『
書
紀
』
に
関
す
る
二
つ
の
問
題
に
波
及
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
『
書
紀
』
の
潤
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色
に
利
用
さ
れ
た
類
書
の
問
題
、
第
二
に
『
書
紀
』
の
名
義
問
題
で
あ
る
。
実
は
本
稿
の
主
要
な
目
的
も
両
問
題
の
解
明
へ
の
寄
与
に
あ
る
。
ま

ず
は
こ
の
あ
た
り
か
ら
述
べ
、
本
稿
の
問
題
意
識
の
あ
り
か
を
整
理
し
て
お
こ（
１
）う。

　

第
一
、
類
書
問
題
と
の
関
わ
り
か
ら
。
小
島
憲
之
は
『
書
紀
』
の
潤
色
作
業
で
の
『
藝
文
類
聚
』
の
頻
用
を
み
と
め
、『
藝
文
類
聚
』
に
見
当

た
ら
ず
間
接
引
用
に
解
せ
な
い
漢
籍
典
拠
の
文
を
漢
籍
原
典
か
ら
の
直
接
引
用
に
解
し
た
。
范
書
の
引
用
も
小
島
に
よ
っ
て
、
そ
の
出
典
論
の
一

環
と
し
て
と
な
え
ら
れ
た
。
小
島
は
、
范
書
と
明
ら
か
な
対
応
を
し
め
す
『
書
紀
』
の
文
章
を
多
数
見
出
し
、
こ
れ
ら
が
『
藝
文
類
聚
』
に
条

録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
范
書
の
引
用
を
間
接
で
は
な
く
直
接
と
解
釈
し（
２
）た。

少
数
の
例
外
を
の
ぞ
い
て
目
下
こ
れ
と
い
っ
た
批
判
を
き
か

な（
３
）い。

　

拙
稿
Ⅳ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
『
書
紀
』
冒
頭
部
分
の
出
典
が
『
藝
文
類
聚
』
で
あ
り
え
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
の
を
一
証
と
し

て
、
小
島
の
『
藝
文
類
聚
』
説
は
す
で
に
成
り
立
ち
が
た
く
、
そ
の
時
点
で
范
書
の
直
接
引
用
説
は
再
検
討
を
せ
ま
ら
れ
る
。
た
だ
『
藝
文
類

聚
』
説
を
克
服
し
た
は
ず
の
『
修
文
殿
御
覧
』
利
用
説
さ
え
も
、
小
島
の
挙
示
し
た
諸
例
の
す
く
な
か
ら
ざ
る
文
を
、
な
お
范
書
の
直
接
利
用
に

解
さ
ね
ば
矛
盾
を
生
じ
て
し
ま
う
。
范
書
の
利
用
と
い
う
点
の
み
い
え
ば
、『
修
文
殿
御
覧
』
説
は
『
藝
文
類
聚
』
説
と
つ
ま
る
と
こ
ろ
同
案
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
范
書
引
用
の
有
無
は
『
修
文
殿
御
覧
』
説
の
是
非
を
判
定
す
る
う
え
で
も
有
用
で
あ（
４
）る。

　

第
二
、
書
名
問
題
と
の
関
わ
り
か
ら
。
周
知
の
と
お
り
『
書
紀
』
の
名
義
に
つ
い
て
は
長
い
論
争
の
歴
史
が
あ
る
。
わ
た
し
も
そ
の
概
略
を
ば

拙
稿
Ⅰ
で
整
理
し
た
。
そ
こ
で
ｂ
説
に
わ
け
た
、「
日
本
書
」
を
原
題
に
み
と
め
る
論
者
た
ち
が
特
に
援
用
す
る
「
師
説
」
が
あ
る
。『
釈
日
本

紀
』
巻
一
「
開
題
」
所
引
「
日
本
書
紀
私
記
」
に
の
こ
る
「
師
説
」
だ
。

　
「
師
説
」
は
、
范
曄
が
范
書
を
撰
し
た
と
き
「
帝
王
事
」（
お
そ
ら
く
本
紀
に
あ
た
る
）
を
「
書
紀
」
と
称
し
た
む
ね
を
述
べ
、「
日
本
書
紀

0

0

」

が
范
書
の
用
法
に
な
ら
っ
た
名
義
だ
と
い
う
。
現
存
す
る
范
書
諸
本
中
に
「
後
漢
書
紀
」
と
題
す
る
テ
キ
ス
ト
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
過
去
、
内

題
を
「
後
漢
書
紀
」
に
作
っ
た
異
本
が
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。「
師
説
」
を
援
用
す
る
ｂ
説
論
者
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
師
説
」
は
空
論
で
な

く
明
白
な
論
拠
を
有
す
る
と
し
て
「
日
本
書
」
原
題
説
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。



范曄『後漢書』の伝来と『日本書紀』

— � —

　

ｂ
説
の
不
備
は
拙
稿
Ⅰ
で
指
摘
し
た
が
、「
師
説
」
の
有
効
性
を
判
断
す
る
う
え
で
范
書
引
用
の
有
無
は
有
効
だ
。
か
り
に
『
書
紀
』
撰
上
当

時
に
范
書
が
未
舶
載
と
す
れ
ば
、「
師
説
」
の
い
う
范
書
に
倣
っ
た
命
名
と
い
う
推
測
は
、『
書
紀
』
完
成
の
の
ち
范
書
舶
載
後
に
は
当
て
は
め
う

る
け
れ
ど
、
原
題
の
如
何
と
は
接
点
を
う
し
な
う
。

　

以
上
、
范
書
初
伝
の
如
何
が
『
書
紀
』
に
関
す
る
二
つ
の
問
題
に
波
及
す
る
こ
と
を
見
た
。
こ
れ
で
本
稿
の
意
図
は
理
解
さ
れ
た
と
思
う
。
そ

れ
で
は
史
料
の
分
析
に
は
い
る
と
し
よ
う
。

　
　
　
　

二　
『
書
紀
』
の
出
典
と
避
諱

　

范
書
が
本
邦
の
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
確
実
な
例
で
は
左
記
の
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
十
月
甲
辰
条
が
最
も
は

や（
５
）い。大

宰
府
言
、
此
府
人
物
殷
繁
、
天
下
之
一
都
会
也
、
子
弟
之
徒
、
学
者
稍
衆
、
而
府
庫
但
蓄
五
経
、
未
有
三
史

0

0

正
本
、
沙
獵
之
人
、
其
道
不

広
、
伏
乞
、
列
代
諸
史
、
各
給
一
本
、
伝
習
管
内
、
以
興
学
業
。
詔
賜
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書

0

0

0

・
三
国
志
・
晋
書
各
一
部
。

「
後
漢
書
」
を
名
の
る
書
は
後
述
の
と
お
り
複
数
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
は
三
史
の
う
ち
の
一
書
で
あ
り
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録
す
る

「
後
漢
書
」
は
范
書
の
み
だ
か
ら
、
み
ぎ
の
「
後
漢
書
」
は
范
書
に
ち
が
い
な
い
。
七
六
九
年
当
時
、
范
書
が
す
で
に
本
邦
に
つ
た
わ
っ
て
い
た

と
知
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
三
史
の
う
ち
に
『
東
観
漢
記
』
で
な
く
范
書
を
か
ぞ
え
る
点
で
あ
る
。
三
史
と
い
っ
た
ば
あ
い
、
ふ

る
く
は
『
史
記
』『
漢
書
』『
東
観
漢
記
』
の
三
書
を
指
し
た
。
し
か
し
、
み
ぎ
の
記
事
は
『
東
観
漢
記
』
に
代
っ
て
范
書
を
く
わ
え
る
あ
た
ら
し

い
学
説
に
よ
っ
て
い（
６
）る。

　

さ
て
、
范
書
舶
載
を
し
め
す
徴
証
は
い
つ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
か
。
こ
こ
で
『
書
紀
』
の
出
典
が
問
題
に
な
る
。『
書
紀
』
述
作
に
お
け
る
范

書
の
直
接
利
用
を
主
張
す
る
の
は
小
島
憲
之
で
あ
る
。
小
島
の
あ
げ
る
『
書
紀
』
と
范
書
と
の
類
似
し
た
文
章
は
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
こ
れ
を
検け
み
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し
た
東
野
治
之
は
そ
の
な
か
か
ら
現
行
范
書
が
「
人
」
に
作
る
と
こ
ろ
を
『
書
紀
』
が
「
民
」
に
作
っ
て
い
る
二
例
を
見
出
し（
７
）た。
ま
ず
該
当
文

を
ひ
だ
り
に
か
か
げ
る
。

Ａ
是
時0

天
下
安
平
、
民○

無
徭
役
、
歳
比
登
稔
、
百
姓
殷
富
、
稲
斛
銀
銭
一
文
、
牛
馬
被
野
。�

（
顕
宗
紀
、
二
年
十
月
）

 A’
是
歳0

天
下
安
平
、
人○

無
徭
役
、
歳
比
登
稔
、
百
姓
殷
富
、
粟
斛
三
十
、
牛
羊
被
野
。	�



（
范
書
巻
二
、
明
帝
紀
、
永
平
十
二
年
）

Ｂ
車
駕
還
宮
、
毎
所
到
行
、
輒
会
郡
県
吏
民○

、
務
労
賜
作
楽
。	�



（
持
統
紀
、
六
年
三
月
乙
酉
）

 B’
毎
所
到
幸
、
輒
会
郡
県
吏
人○

、
労
賜
作
楽
。
…
…
十
二
月
丁
亥
、
車
駕
還
宮
。�

（
范
書
巻
三
、
章
帝
紀
、
建
初
七
年
十
月
癸
丑
）

文
章
の
類
似
は
瞭
然
で
、
Ａ
Ｂ
と
 A’ 

 B’
と
に
は
な
に
が
し
か
の
関
係
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
『
書
紀
』
が
、「
人
」
を
「
民
」
に

改
易
す
る
必
要
の
な
い
箇
所
で
「
民
」
に
作
っ
て
い
る
事
実
を
ど
う
解
釈
す
る（
８
）か。
東
野
は
、『
書
紀
』
述
作
者
の
参
照
し
た
漢
籍
鈔
本
が
唐
太

宗
の
諱
「
世
民
」
の
「
民
」
を
避
諱
し
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
出
典
た
る
漢
籍
鈔
本
が
当
該
部
分
を
そ
も
そ
も
「
民
」
に
作

っ
て
お
り
、『
書
紀
』
は
そ
の
用
字
を
写
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

　

東
野
の
解
釈
は
、
結
論
か
ら
い
え
ば
妥
当
に
思
わ
れ（
９
）る。

唐
鈔
本
を
底
本
に
宋
刊
本
が
上
木
さ
れ
た
ば
あ
い
、「
世
」「
民
」
と
い
っ
た
唐
諱
を

元
字
に
な
お
し
宋
の
避
諱
字
を
あ
ら
た
に
避
け
る
の
が
普
通
だ
。
た
だ
、
元
字
の
復
元
は
か
な
ら
ず
し
も
厳
格
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
 A’ 

 B’

も
唐
諱
の
代
字
を
見
の
が
し
元
字
の
復
元
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
例
と
思
わ
れ
る
。

　

唐
代
に
お
け
る
「
世
」「
民
」
両
字
の
避
諱
の
法
的
規
定
お
よ
び
そ
の
実
情
に
つ
い
て
は
拙
稿
Ⅱ
で
述
べ
た
。
詳
細
は
そ
ち
ら
の
記
述
に
ゆ
ず

り
、
本
稿
の
行
論
に
必
要
な
情
報
の
み
簡
略
に
記
し
て
お
く
と
し
よ
う
。

　

唐
初
に
あ
っ
て
は
、「
世
」「
民
」
両
字
が
つ
ら
な
り
「
世
民
」
と
な
る
ば
あ
い
の
み
避
け
、「
世
」
あ
る
い
は
「
民
」
単
字
の
表
記
は
避
諱
の

対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。「
世
」「
民
」
単
字
を
避
諱
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
高
宗
朝
に
は
じ
ま
る
。
中
村
裕
一
に
よ
れ
ば
、「
世
」「
民
」
単
字
が

避
諱
さ
れ
る
の
は
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
十
二
月
以
降
で
あ
（
（（
（
る
。
中
村
は
、『
旧
唐
書
』
巻
四
、
高
宗
紀
、
顕
慶
二
年
十
二
月
庚
午
条
「
改
昬
葉

宮0

」
を
王
鳴
盛
に
し
た
が
っ
て
「
改
昬
葉
字0

」
の
あ
や
ま
り
に
解
し
、
該
詔
が
「
改
民
世
字
」
の
内
容
を
ふ
く
む
と
解
釈
す
る
。
墓
誌
銘
等
の
調
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査
か
ら
も
、
唐
初
よ
り
顕
慶
二
年
ま
で
頻
用
さ
れ
た
「
世
」
字
が
顕
慶
三
年
以
降
に
み
ら
れ
な
く
な
り
、
内
部
に
「
民
」
字
を
ふ
く
む
「
昬
」
字

も
顕
慶
三
年
以
降
は
こ
れ
に
代
わ
っ
て
「
昏
」
字
が
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

Ａ
Ｂ
を
し
る
す
に
あ
た
っ
て
『
書
紀
』
の
述
作
者
の
手
に
し
た
漢
籍
鈔
本
が
「
民
」
を
避
諱
し
な
い
本
で
あ
れ
ば
、
該
本
は
顕
慶
二
年
十
二
月

以
前
の
鈔
写
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
こ
の
こ
と
が
、
Ａ
Ｂ
の
出
典
が
范
書
で
あ
っ
た
と
す
る
説
に
疑
団
を
い
だ
か
せ
る
の
で
あ
る
。

　
『
書
紀
』
の
潤
色
に
「
民
」
を
避
諱
し
な
い
范
書
が
直
接
参
照
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
范
書
は
有
名
な
李
賢
の
施
注
以
前
の
本
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
陳
垣
が
「
章
懐
注
後
漢
書
、
避
太
宗
諱
、
民
字
皆
改
為
（
（（
（
人
」
と
い
う
よ
う
に
、
李
賢
が
范
書
に
注
を
ほ
ど
こ
し
た
の
は
顕
慶
二
年
の

約
二
十
年
の
ち
で
あ
り
、
太
宗
の
諱
を
さ
け
「
民
」
字
の
代
わ
り
に
「
人
」
字
を
も
っ
て
筆
録
し
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
（
（（
（
る
。
し
か
し
、
李
注

以
前
の
范
書
の
舶
載
は
、
は
な
は
だ
疑
問
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

今
日
、
三
史
の
メ
ン
バ
ー
は
、『
史
記
』『
漢
書
』
に
范
書
の
三
書
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
比
較
的
あ
た
ら
し
い
説
で
、
ふ
る
く
は
范
書
の
代

わ
り
に
『
東
観
漢
記
』
を
か
ぞ
え
る
の
が
通
例
で
あ
っ
（
（（
（
た
。
た
と
え
ば
、
顕
慶
元
年
（
六
五
六
）
に
成
っ
た
『
隋
書
』
経
籍
志
の
「
正
史
」
小
序

で
『
史
記
』『
漢
書
』
に
つ
い
で
解
説
さ
れ
る
後
漢
書
は
、
范
書
で
は
な
く
『
東
観
漢
記
』
で
あ
る
。
范
書
が
『
東
観
漢
記
』
に
代
わ
っ
て
三
史

の
一
角
を
占
め
る
に
最
も
効
力
の
あ
っ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
李
賢
ら
の
く
わ
え
た
注
釈
の
存
在
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
『
四

庫
全
書
総
目
』
は
、

晋
時
以
此
書
与
史
記
・
漢
書
為
三
史
、
人
多
習
之
。
故
六
朝
及
初
唐
人
隷
事
釈
書
、
類
多
徴
引
。
自
唐
章
懐
太
子
集
諸
儒
註
范
書
、
盛
行
於

代
、
此
書
遂
微
。�

（
巻
五
十
、
史
部
、
別
史
類
『
東
観
漢
記
』
条
）

と
述
べ
る
。
ほ
ぼ
正
鵠
を
え
た
解
説
に
思
わ
れ
る
。
李
賢
の
加
注
が
范
書
流
行
の
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
、
ほ
ぼ
定
見
で
あ
ろ
う
。
反
対

に
、
李
注
以
前
の
范
書
通
行
の
限
定
が
推
測
さ
れ
る
。
范
書
の
通
行
が
低
調
と
思
し
い
時
期
、
該
書
の
本
邦
舶
載
は
蓋
然
性
が
ひ
く
い
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
（
（（
（

い
。
た
だ
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
顕
慶
二
年
十
二
月
以
前
に
も
漢
土
と
の
交
渉
は
あ
っ
た
わ
け
で
、
理
屈
の
う
え
で
は
「
民
」
を
避
諱

し
な
い
時
期
の
范
書
鈔
本
が
将
来
さ
れ
た
可
能
性
は
消
滅
し
な
い
。
ま
た
、
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
李
賢
の
施
注
よ
り
ふ
る
い
時
期
の
『
東
観
漢
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記
』
の
不
評
、
そ
れ
を
承
け
て
だ
ろ
う
范
書
の
好
評
を
つ
た
え
る
記
事
が
す
く
な
く
な
い
。

　

後
漢
か
ら
六
朝
時
代
、
多
数
の
後
漢
書
が
撰
述
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
最
も
は
や
い
成
書
で
あ
り
、
初
唐
ま
で
第
一
に
権
威
の
あ
る
後
漢
書
に
み

と
め
ら
れ
て
来
た
の
が
『
東
観
漢
記
』
だ
。
光
武
帝
か
ら
霊
帝
の
時
代
ま
で
を
叙
し
た
紀
伝
体
の
史
籍
で
あ
る
。
范
書
流
行
の
認
定
を
困
難
に
し

て
い
る
の
は
、
三
史
の
一
で
あ
り
な
が
ら
種
々
の
難
を
指
摘
さ
れ
る
こ
の
書
の
不
評
ぶ
り
で
あ
（
（（
（
る
。『
東
観
漢
記
』
へ
の
不
満
の
表
明
は
、
す
で

に
同
時
代
た
る
後
漢
の
世
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
の
成
っ
た
の
ち
に
幾
度
も
後
漢
書
の
撰
述
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
の
は
、
該
書
の
缺
点
を
是

正
し
全
き
後
漢
書
を
編
む
た
め
で
あ
っ
た
。

　
『
東
観
漢
記
』
の
不
評
は
范
書
の
流
行
に
有
利
に
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
。『
隋
書
』
経
籍
志
を
閲
す
る
に
、
劉
宋
に
成
っ
た
范
書
に
は
六
朝
期
の

注
釈
が
各
種
あ
る
の
に
、
後
漢
末
に
成
っ
た
『
東
観
漢
記
』
に
は
一
家
の
注
釈
も
な
い
。
ま
た
、
劉
知
幾
は
范
書
の
論
賛
に
か
ら
い
採
点
を
し
た

が
、『
文
選
』
は
そ
の
史
論
部
な
ど
に
都
合
五
篇
を
引
い
て
い
て
六
朝
時
代
に
范
書
の
論
賛
、
お
そ
ら
く
そ
の
文
章
が
高
い
評
価
を
え
て
い
た
と

知
ら
れ
る
。
貞
観
五
年
（
六
三
一
）
に
成
っ
た
『
群
書
治
要
』
は
六
種
の
史
籍
か
ら
の
抄
文
を
録
す
る
。
こ
こ
で
後
漢
史
事
の
抄
出
は
、
も
っ
ぱ

ら
范
書
に
よ
っ
て
い
る
。
李
賢
加
注
の
四
十
年
餘
り
ま
え
に
、
勅
命
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
書
が
『
東
観
漢
記
』
で
な
く
范
書
を
え
ら
ん
で
引
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
編
纂
を
命
じ
た
太
宗
の
好
み
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
李
注
以
前
に
范
書
が
一
定
の
評
価
を
え
て
い
た
こ
と
の

証
に
思
わ
れ
（
（（
（

る
。
李
賢
の
施
注
も
こ
の
よ
う
な
范
書
の
好
評
を
承
け
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
李
注
以
前
に
范
書
が
『
東
観
漢
記
』
以
上
の
権
威
を
え
て
い
た
と
断
ず
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
今
日
の
三
史
の
構

成
か
ら
両
書
の
地
位
が
、
お
そ
ら
く
唐
代
に
逆
転
し
た
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
け
れ
ど
、
そ
の
時
期
の
認
定
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
。
む
ろ

ん
、
上
掲
『
四
庫
全
書
総
目
』
の
し
め
し
た
大
勢
は
う
ご
か
な
い
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
李
賢
そ
の
ひ
と
の
失
脚
で
あ
る
。
李
賢
は
調
露
二
年

（
六
八
〇
）
庶
人
に
お
と
さ
れ
、
父
高
宗
が
崩
じ
た
翌
年
文
明
元
年
（
六
八
四
）
母
た
る
則
天
武
后
の
命
に
よ
り
自
殺
さ
せ
ら
れ
た
。
李
賢
の
名

誉
が
恢
復
さ
れ
た
の
は
武
后
が
歿
し
た
の
ち
、
睿
宗
の
即
位
し
た
唐
隆
元
年
（
七
一
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
名
誉
恢
復
以
前
、
李
注
の
あ
る
こ
と

は
范
書
の
流
行
に
と
っ
て
足
か
せ
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
三
史
の
第
三
の
メ
ン
バ
ー
が
『
東
観
漢
記
』
か
ら
范
書
に
交
替
し
た
時
期
は
い



范曄『後漢書』の伝来と『日本書紀』

— � —

つ
か
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
と
思
し
き
記
述
が
『
唐
六
典
』
に
あ
る
。

　
『
唐
六
典
』
の
吏
部
尚
書
（
巻
二
）
と
礼
部
尚
書
（
巻
四
）
と
、
両
条
ひ
と
し
く
弘
文
館
・
崇
文
館
の
教
科
と
し
て
『
史
記
』『
漢
書
』『
三
国

志
』
と
と
も
に
『
東
観
漢
記
』
を
あ
げ
る
。
し
か
る
に
同
書
の
門
下
省
弘
文
館
学
士
の
条
（
巻
八
）
に
は
、
こ
の
四
書
の
う
ち
た
だ
『
東
観
漢

記
』
の
み
が
は
づ
さ
れ
替
わ
っ
て
范
書
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
。
不
一
致
の
生
じ
た
わ
け
を
神
田
喜
一
郎
は
、『
唐
六
典
』
の
成
っ
た
開
元
年
間

に
『
東
観
漢
記
』
に
代
っ
て
范
書
が
よ
う
や
く
重
ん
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
科
目
の
変
更
が
な
さ
れ
た
た
め
と
説
明
し
（
（（
（
た
。
妥
当
な
解
釈
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
左
記
の
『
唐
六
典
』
各
条
に
「
三
史
」
の
文
字
は
な
い
が
、
范
書
の
三
史
へ
の
昇
格
は
ま
ず
は
玄
宗
朝
に
は
じ
ま
る
と
解
さ
れ
よ

う
。
玄
宗
の
時
代
は
李
賢
の
名
誉
恢
復
直
後
に
あ
た
り
、
そ
の
意
味
で
も
み
ぎ
の
想
定
は
無
理
が
な
い
。
玄
宗
朝
以
降
、
三
史
に
格
づ
け
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
范
書
が
、
有
唐
を
通
じ
て
「
民
」
を
避
諱
し
た
本
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
、
目
を
本
邦
で
の
范
書
に
移
せ
ば
、
平
安
時
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
范
書
も
「
世
」「
民
」
を
避
け
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

大
江
以
言
（
九
五
五
─
一
〇
一
〇
）
は
、
一
条
朝
期
の
代
表
的
詩
人
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
本
朝
文
粋
』
巻
九
に
お
さ
め
ら
れ
た
以
言
の

「
冬
日
於
飛
香
舎
聴
第
一
皇
子
初
読
御
注
孝
経
応
教
」
詩
序
に
「
漢
代0

祖
之
有
鼎
嗣
、
慙
嚢
史
於
十
歳
之
塵
」
と
あ
る
。「
鼎
嗣
」
と
は
後
漢
の

明
帝
で
あ
り
「
代
祖
」
と
は
そ
の
父
・
光
武
帝
で
あ
る
か
ら
、
以
言
の
こ
ろ
「
世
祖
」
を
「
代
祖
」
と
記
し
て
い
た
と
分
か
（
（（
（
る
。
問
題
は
以
言
が

直
接
范
書
に
よ
っ
た
か
類
書
等
の
第
二
次
編
纂
物
に
よ
っ
た
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
以
言
よ
り
や
や
の
ち
の
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
─

一
一
一
一
）
が
興
味
ぶ
か
い
発
言
を
し
て
い
る
。
匡
房
の
談
話
を
記
録
し
た
『
江
談
抄
』
巻
六
、「
和
帝
景
帝
元マ
マ

武
紀
等
有
読
消
処
事
」
に
、

　
　

又
後
漢
書
光
武
紀
、
代0

祖
光
武
皇
帝
代
字
、
可
読
世
音
之
云
々
。
予
案
之
尤
有
理
、
而
俗
人
無
読
此
音
之
者
。
雖
普
通
事
不
知
之
歟
。

と
あ
る
。
匡
房
は
光
武
紀
「
代
祖
」
の
「
代
」
を
セ
イ
に
発
音
す
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
匡
房
在
世
当
時
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
范
書
の
テ
キ
ス
ト
が
太
宗
の
諱
を
避
け
「
世
祖
」
を
「
代
祖
」
に
改
字
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
ば
あ
い
「
代
」
を
セ
イ
に
よ
む
こ

と
を
「
尤
有
理
」
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
匡
房
は
「
普
通
事
」
と
い
う
か
ら
に
は
避
諱
の
さ
だ
め
を
知
悉
し
て
の
言
だ
ろ
う
。「
代
祖
」
に

作
る
該
本
が
遣
唐
使
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
唐
鈔
本
を
祖
本
に
も
つ
こ
と
、
ま
ず
ま
ち
が
い
な
（
（（
（

い
。
匡
房
は
藤
原
師
通
に
范
書
を
講
授
し
、
范
書
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に
典
拠
す
る
故
事
に
も
通
暁
し
て
い
た
よ
う
で
、
み
ぎ
に
引
い
た
『
江
談
抄
』
の
記
事
は
匡
房
な
ら
で
は
と
い
え
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
れ
ば
以
言

が
、「
世
」
を
避
諱
し
た
范
書
に
直
接
よ
っ
た
と
考
え
る
の
は
み
や
す
い
道
理
で
あ
（
（（
（
る
。

　

具
平
親
王
『
弘
決
外
典
鈔
』（
正
暦
二
年
・
九
九
一
自
序
）
に
は
范
書
か
ら
の
引
用
が
諸
処
に
み
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
年
代
略
記
」
の

「
後
漢
光
武
名
秀
」
に
附
さ
れ
た
双
行
注
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
高
祖
九
代0

之
孫
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
応
じ
る
表
現
が
范
書
の
光
武
紀
に
あ
っ

て
、
現
行
范
書
は
「
高
祖
九
世0

之
孫
也
」
に
作
る
。
こ
れ
は
具
平
の
手
に
し
た
漢
籍
が
「
世
」
を
避
諱
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
具

平
の
抄
出
は
類
書
等
を
介
し
て
か
否
か
。『
弘
決
外
典
鈔
』
出
典
の
悉
皆
調
査
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
、
に
わ
か
に
断
を
く
だ
し
が
た
い
け
れ

ど
、
当
時
の
范
書
が
講
書
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
事
実
や
以
言
の
詩
序
を
考
慮
す
れ
ば
、
范
書
か
ら
の
直
接
引
用
の
可
能
性
が
た
か
い
。

　

み
ぎ
の
諸
例
は
「
世
」
を
避
諱
し
た
范
書
で
あ
る
け
れ
ど
、
反
対
に
唐
諱
を
避
け
な
い
范
書
の
伝
来
利
用
を
い
う
上
代
文
献
の
存
在
を
聞
か
な

い
。
例
外
に
な
り
う
る
と
す
れ
ば
、
上
引
の
『
書
紀
』
文
Ａ
Ｂ
だ
け
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
文
献
的
状
況
を
矛
盾
な
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漢
土
に
あ
っ
て
は
、
范
書
の
盛
行
が
李
賢
施
注
以
後
、
よ
り
限
定

す
れ
ば
李
賢
の
名
誉
恢
復
の
成
っ
た
の
ち
玄
宗
朝
以
降
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
、
そ
れ
ら
が
お
よ
そ
「
世
」「
民
」
を
避
諱
し
た
だ
ろ
う
こ
と
、
本

邦
に
あ
っ
て
は
、
平
安
時
代
通
行
の
范
書
が
「
世
」「
民
」
を
避
諱
し
た
本
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
諸
条
件
を
承
け
れ
ば
さ
き
の
Ａ
Ｂ
の
出
典

は
ど
う
考
え
る
の
が
妥
当
か
。

　

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
想
起
す
べ
き
は
、
范
書
の
直
接
利
用
説
が
、
す
で
に
破
綻
の
あ
き
ら
か
な
『
藝
文
類
聚
』
説
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と

だ
。『
藝
文
類
聚
』
説
が
成
り
立
た
な
い
今
、
范
書
の
直
接
利
用
説
は
実
証
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
Ａ
Ｂ
を
積
極

的
に
范
書
に
よ
っ
た
と
見
な
す
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　

さ
き
の
諸
条
件
を
無
理
な
く
解
釈
す
る
に
は
、
Ａ
Ｂ
の
出
典
を
范
書
の
文
章
に
相
似
し
た
第
三
の
書
に
も
と
め
る
の
が
穏
当
だ
。
范
書
盛
行
以

前
に
該
書
の
舶
載
を
認
定
す
る
に
は
明
白
な
証
拠
が
要
る
。
は
じ
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
范
書
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
そ
の
地
位
が
安
定
し
て
の
ち
の

鈔
本
、
つ
ま
り
開
元
年
間
以
降
に
鈔
写
さ
れ
た
本
を
想
定
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
安
時
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
范
書
の
祖
本
で
あ
っ
た
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ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
と
は
Ａ
Ｂ
と
い
う
局
処
に
止
ま
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
の
出
典
が
范
書
で
な
い
と
す
れ
ば
、『
書
紀
』
全
書
に
わ
た
っ
て
范
書

の
利
用
と
思
わ
れ
て
い
た
部
分
に
つ
い
て
も
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
だ
。
Ａ
Ｂ
と
い
う
部
分

0

0

と
『
書
紀
』
の
全
体

0

0

と
の
潤
色
状

況
が
つ
ね
に
整
合
性
を
保
つ
解
法
こ
そ
正
解
な
の
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｂ
が
特
例
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

三　

范
書
と
『
東
観
漢
記
』

　

前
章
の
検
討
か
ら
、『
書
紀
』
の
范
書
直
接
利
用
説
へ
疑
義
を
呈
す
る
緒
を
え
た
。
し
か
し
、
小
島
の
あ
げ
た
『
書
紀
』
と
范
書
と
の
多
数
の

相
似
例
は
当
然
無
視
で
き
な
い
。
范
書
か
ら
直
に
引
か
な
い
と
す
れ
ば
、『
書
紀
』
の
出
典
の
候
補
と
し
て
、
范
書
に
よ
く
似
た
文
章
を
も
つ
他

書
ま
た
は
范
書
の
文
を
抄
録
し
た
類
書
が
想
定
で
き
る
。

　

後
漢
史
を
つ
づ
っ
た
史
籍
と
し
て
、
范
書
と
晋
・
袁
宏
『
後
漢
紀
』
と
の
二
書
が
現
存
す
る
の
み
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
多
数
の
後
漢
書
が
著

さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
九
家
後
漢
書
」
と
い
わ
れ
る
紀
伝
体
の
後
漢
書
と
編
年
体
の
晋
・
張
璠
『
後
漢
紀
』
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

う
ち
范
書
は
も
っ
と
も
後
発
の
史
籍
で
あ
（
（（
（
り
、
そ
の
成
書
は
後
漢
の
滅
亡
か
ら
二
百
年
以
上
を
経
過
し
て
の
ち
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
范

曄
が
後
漢
書
を
編
む
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
た
に
追
加
す
べ
き
史
実
の
発
見
は
ほ
と
ん
ど
望
め
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
文
章
そ
れ
自
体
さ
え
も
先

行
す
る
各
後
漢
書
か
ら
強
い
制
約
を
う
け
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
范
書
の
撰
述
は
官
撰
の
『
東
観
漢
記
』
を
主
材
料
に
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
両

書
の
あ
い
だ
に
は
類
似
す
る
表
現
が
お
お
（
（（
（
い
。

　

范
書
と
『
東
観
漢
記
』
と
の
文
章
を
比
較
し
た
研
究
に
は
、
呉
樹
平
の
も
の
が
あ
（
（（
（
る
。
呉
は
、
今
日
最
も
備
わ
っ
た
『
東
観
漢
記
』
の
輯
本
た

る
『
東
観
漢
記
校
注
』
上
下
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
を
編
ん
だ
学
者
で
、
当
該
問
題
を
論
ず
る
に
は
適
任
で
あ
る
。
以
下
、
呉
に

み
ち
び
か
れ
両
書
の
文
章
を
比
較
検
討
す
る
と
し
よ
う
。
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類
書
等
に
の
こ
さ
れ
た
佚
文
か
ら
判
断
す
る
に
、『
東
観
漢
記
』
の
記
述
は
范
書
お
よ
び
諸
家
の
後
漢
書
に
く
ら
べ
情
報
量
が
お
お
（
（（
（
い
。
そ
れ

は
『
東
観
漢
記
』
編
纂
時
に
利
用
し
え
た
原
史
料
の
量
的
豊
富
お
よ
び
記
述
の
詳
密
な
ど
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
の
こ
と
が
『
東
観
漢

記
』
の
缺
点
た
る
記
述
の
煩
雑
を
生
ん
だ
。『
東
観
漢
記
』
に
後
続
す
る
各
後
漢
書
を
撰
し
た
諸
学
家
は
、
こ
の
記
述
の
煩
瑣
を
是
正
す
る
こ
と

に
主
意
を
お
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
范
書
を
ふ
く
む
諸
家
の
後
漢
書
の
表
現
は
、『
東
観
漢
記
』
に
く
ら
べ
総
じ
て
簡
潔
の
傾
向
に
あ
（
（（
（
る
。

『
東
観
漢
記
』
佚
文
の
う
ち
比
較
的
長
い
の
は
光
武
紀
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
范
書
の
光
武
紀
と
比
較
す
れ
ば
、『
東
観
漢
記
』
の
文
字
量
は
范

書
の
実
に
三
倍
に
推
定
さ
れ
る
ら
し
（
（（
（

い
。
范
曄
の
「
刪
煩
」
ぶ
り
推
し
て
知
る
べ
し
。
た
だ
し
、
范
書
の
表
現
が
『
東
観
漢
記
』
に
依
拠
し
て
い

る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
共
通
す
る
修
辞
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
（
（（
（
る
。

　

諸
家
後
漢
書
が
『
東
観
漢
記
』
よ
り
主
な
材
を
と
っ
て
い
た
こ
と
、
お
お
く
の
証
言
が
あ
る
。『
史
通
』
曲
筆
篇
は
「
中
興
之
史
、
出
自
東

観
」
と
い
い
、『
文
心
雕
龍
』
史
伝
篇
に
は
「
後
漢
紀
伝
、
発
源
東
観
」
と
あ
る
。
范
書
も
例
外
で
は
な
い
。
范
書
の
撰
述
に
つ
い
て
、『
史
通
』

古
今
正
史
篇
に
「
至
宋
宣
城
太
守
范
曄
、
乃
広
集
学
徒
、
窮
覧
旧
籍
、
刪
煩
補
略
、
作
後
漢
書
」
と
あ
り
、『
宋
書
』
巻
六
十
九
、
范
曄
伝
も

「
乃
刪
衆
家
後
漢
書
、
為
一
家
之
作
」
と
ほ
ぼ
お
な
じ
こ
と
を
い
う
。
た
だ
「
衆
家
後
漢
書
」
を
平
等
に
あ
つ
か
い
「
刪
煩
補
略
」
し
た
わ
け
で

な
く
、
主
に
原
史
料
を
お
お
く
保
つ
『
東
観
漢
記
』
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
呉
の
研
究
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
（
（（
（
だ
。
ま
た
、
范
書
列
伝
四
十
、

孝
明
八
王
伝
の
冒
頭
「
餘
七
王
、
本
書
不
載
母
氏
」
に
附
さ
れ
た
李
賢
注
が
「
本
書
謂
東
観
記
也
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
范
書
の
主
材
料
が

『
東
観
漢
記
』
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

　

范
書
が
『
東
観
漢
記
』
と
上
述
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、『
書
紀
』
の
出
典
を
さ
だ
め
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い
。
一
見
し
て
范
書
か
ら
の
引

用
に
思
わ
れ
た
文
章
が
、
実
は
『
東
観
漢
記
』
に
典
拠
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。『
東
観
漢
記
』
が
『
書
紀
』
の
出
典
た
る
可
能
性
は
小
島

も
考
慮
し
て
い
て
、
両
書
の
比
較
を
し
類
似
の
文
章
数
条
を
ひ
ろ
っ
て
い
（
（（
（

る
。
た
だ
し
、
そ
の
解
釈
に
は
問
題
が
お
お
い
。
た
と
え
ば
、
応
神
紀

の
即
位
前
紀
に
あ
る
左
記
の
文

　
　

幼
而
聡
達
、
玄
監
深
遠
、
動
容
進
止
、
聖
表
有
異
焉
。
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に
つ
い
て
、
相
似
す
る
『
東
観
漢
記
』
章
帝
紀
の
つ
ぎ
の
文
章
を
引
く
。

　
　

幼
而
聡
達
才
敏
、
多
識
世
事
、
動
容
進
止
、
聖
表
有
異
。

両
文
の
類
似
は
指
摘
し
う
る
が
、
章
帝
紀
の
「
動
容
進
止
」
以
下
が
『
北
堂
書
鈔
』
巻
八
、
帝
王
部
八
、
威
儀
に
引
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
、『
書
紀
』
が
直
に
は

0

0

0

『
東
観
漢
記
』
に
よ
ら
な
か
っ
た
と
解
し
た
。
わ
た
し
も
後
述
す
る
よ
う
に
『
東
観
漢
記
』
の
直
接
利
用
に
は
懐
疑
的

で
そ
の
点
は
小
島
に
賛
同
す
る
が
、
そ
の
論
拠
が
適
切
で
な
い
。『
北
堂
書
鈔
』
参
照
の
可
能
性
は
、『
書
紀
』
全
書
の
潤
色
と
の
整
合
性
か
ら
、

小
島
自
身
に
よ
っ
て
す
で
に
否
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
（
（（
（
る
。

　

ま
た
、
神
功
皇
后
紀
の
摂
政
前
紀
「
幼
而
聡
明
叡
智
、
貌
容
壮
麗
」
と
仁
徳
紀
の
即
位
前
紀
「
幼
而
聡
明
叡
智
、
貌
容
美
麗
」
と
に
つ
い
て
。

両
者
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
相
似
の
表
現
が
『
東
観
漢
記
』
明
帝
紀
に
あ
る
。
小
島
は
こ
れ
を
引
例
し
た
う
え
で
、
直
接
の
出
典
を
『
藝
文
類

聚
』
所
引
『
東
観
漢
記
』
に
も
と
め
て
い
る
（
巻
十
二
、
帝
王
部
二
、
漢
明
帝
）。
し
か
し
『
藝
文
類
聚
』
説
は
す
で
に
破
綻
が
あ
き
ら
か
で
、

小
島
の
理
解
に
は
修
正
が
必
要
で
あ
る
。

　

前
掲
Ａ
の
出
典
に
つ
い
て
も
、
小
島
は
范
書
と
は
別
に
『
東
観
漢
記
』
か
ら
相
似
の
表
現
を
ぬ
い
て
い
る
。『
東
観
漢
記
』
明
帝
紀
の
つ
ぎ
の

文
章
で
あ
る
。

　

 A”
是
時0

天
下
安
平
、
人○

無
徭
役
、
歳
比
登
稔
、
百
姓
殷
富
、
粟
斛
三0

十
、
牛
羊
被
野
。

 A’
と

 A”
と
を
比
較
し
て
、

 A”
の
ほ
う
が
や
や
Ａ
に
ち
か
い
こ
と
を
小
島
は
み
と
め
（
（（
（
る
。

 A”
は
さ
き
に
引
い
た
「
幼
而
聡
明
叡
智
、
貌
容
壮
麗
」
の

し
ば
ら
く
あ
と
に
あ
ら
わ
れ
る
文
章
で
あ
る
。『
藝
文
類
聚
』
で
は
省
略
さ
れ
て
お
り
同
書
か
ら
の
孫
引
き
に
解
せ
な
い
。
そ
こ
で
小
島
は
、『
東

観
漢
記
』
の
ほ
う
が
よ
り
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
類
似
は
范
書
出
典
の
可
能
性
を
し
り
ぞ
け
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
范
書
を
出
典

に
み
と
め
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
十
一
、
皇
王
部
十
六
、
顕
宗
孝
明
皇
帝
に
引
か
れ
た
『
東
観
漢
記
』
明
帝
紀
佚
文
に

は
 A”
を
ふ
く
む
文
章
が
あ
っ
て
、
こ
れ
の
ゆ
え
に
明
帝
紀

 A”
の
復
元
が
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 A”
が
『
藝
文
類
聚
』
に
な
く
『
太
平
御
覧
』
に
み

え
る
こ
と
は
、『
書
紀
』
の
述
作
者
が
『
太
平
御
覧
』
の
藍
本
系
類
書
を
参
照
し
た
証
左
で
あ
（
（（
（

る
。
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小
島
の
解
釈
を
通
覧
す
る
に
、『
東
観
漢
記
』
と
『
書
紀
』
と
の
比
較
は
一
貫
性
を
缺
く
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
き
に
『
北
堂
書
鈔
』
か

ら
の
孫
引
き
を
示
唆
し
、
と
き
に
『
藝
文
類
聚
』
か
ら
の
孫
引
き
を
示
唆
し
、
と
き
に
范
書
か
ら
の
引
用
に
解
す
る
一
貫
性
の
な
い
判
断
は
、
悔

や
ま
れ
る
軽
挙
で
あ
っ
た
。

　

現
行
『
東
観
漢
記
』
の
輯
本
と
い
う
特
性
に
つ
い
て
も
、
小
島
の
配
慮
は
不
充
分
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
『
東
観
漢
記
』

は
佚
書
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
類
書
な
ど
に
保
た
れ
た
佚
文
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
佚
文
じ
た
い
が
節
略

文
で
あ
る
可
能
性
を
つ
ね
に
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
。『
書
紀
』・
范
書
・『
東
観
漢
記
』
三
書
の
文
章
を
比
較
す
る
う
え
で
、
こ
の
点
は
十
分
配
慮

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
例
を
あ
げ
よ
う
。『
書
紀
』
允
恭
紀
に
つ
ぎ
の
ご
と
く
あ
る
。

群
臣
再
拝
言
、
夫
帝
位
不
可
以
久
曠
、
天
命
不
可
以
謙
距
。
今
大
王
留
時
逆
衆
、
不
正
号
位
、
臣
等
恐
、
百
姓
絶
望
也
。

（
允
恭
紀
、
即
位
前
紀
）

顕
宗
紀
に
も
こ
れ
と
同
文
を
ふ
く
ん
だ
左
記
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

吾
聞
、
天
皇
不
可
以
久
曠
、
天
命
不
可
以
謙
距
、
大
王
以
社
稷
為
計
、
百
姓
為
心
。�

（
顕
宗
紀
、
即
位
前
紀
）

雄
朝
津
間
稚
子
宿
禰
尊
（
允
恭
）
と
弘
計
王
（
顕
宗
）
と
は
、
と
も
に
即
位
を
懇
願
さ
れ
な
が
ら
な
か
な
か
承
諾
し
な
か
っ
た
人
物
と
し
て
『
書

紀
』
に
は
え
が
か
れ
て
い
る
。
二
人
の
人
格
者
た
る
こ
と
を
強
調
し
た
『
書
紀
』
の
演
出
で
あ
ろ
う
。
み
ぎ
に
引
い
た
二
条
は
、
天
皇
位
に
就
く

こ
と
を
辞
退
す
る
お
の
お
の
に
対
し
即
位
を
う
な
が
す
臣
下
ま
た
兄
王
の
発
言
中
に
あ
ら
わ
れ
る
。
小
島
に
よ
れ
ば
、
両
条
は
范
書
の
光
武
紀
に

出
典
を
も
つ
文
章
で
あ
（
（（
（

る
。
そ
れ
を
つ
ぎ
に
引
い
て
お
く
。『
東
観
漢
記
』
と
の
比
較
の
た
め
、
す
こ
し
長
い
け
れ
ど
「
至
中
山
」
か
ら
「
改
鄗

為
高
邑
」
ま
で
を
一
部
省
略
し
て
引
く
。

至
中
山
、
諸
将
復
上
奏
曰
、
漢
遭
王
莽
、
宗
廟
廃
絶
、
豪
傑
憤
怒
、
兆
人
塗
炭
。
王
与
伯
升
首
挙
義
兵
、
更
始
因
其
資
以
拠
帝
位
、
而
不
能

奉
承
大
統
、
敗
乱
綱
紀
、
盗
賊
日
多
、
群
生
危
蹙
。
大
王
初
征
昆
陽
、
後
抜
邯
鄲
、
北
州
弭
定
、
参
分
天
下
而
有
其
二
、
跨
州
拠
土
、
帯

甲
百
万
。
言
武
力
則
莫
之
敢
抗
、
論
文
徳
則
無
所
与
辞
。
臣
聞
、
帝
王
不
可
以
久
曠
、
天
命
不
可
以
謙
距
、
惟
大
王
以
社
稷
為
計
、
万
姓
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為
心
。
光
武
又
不
聴
。
行
到
南
平
棘
、
諸
将
復
固
請
之
。
光
武
曰
、
寇
賊
未
平
、
四
面
受
敵
、
何
遽
欲
正
号
位
乎
、
諸
将
且
出
。
耿
純
進

曰
、
天
下
士
大
夫
捐
親
戚
、
弃
土
壌
、
従
大
王
於
矢
石
之
間
者
、
其
計
固
望
其
攀
竜
鱗
、
附
鳳
翼
、
以
成
其
所
志
耳
。
今
功
業
即
定
、
天
人

亦
応
、
而
大
王
留
時
逆
衆
、
不
正
号
位
、
純
恐
、
士
大
夫
望
絶
計
窮
、
則
有
去
帰
之
思
、
無
為
久
自
苦
也
。
大
衆
一
散
、
難
可
復
合
。
時
不

可
留
、
衆
不
可
逆
。
純
言
甚
誠
切
、
光
武
深
感
曰
、
吾
将
思
之
。
行
至
鄗
、
光
武
先
在
長
安
時
同
舎
彊
華
自
関
中
奉
赤
伏
符
曰
、
劉
秀
発
兵

捕
不
道
、
四
夷
雲
集
竜
鬭
野
、
四
七
之
際
火
為
主
。
群
臣
因
復
奏
曰
、
受
命
之
符
、
人
応
為
大
、
万
里
合
信
、
不
議
同
情
、
周
之
白
魚
、
曷

足
比
焉
。
今
上
無
天
子
、
海
内
淆
乱
、
符
瑞
之
応
、
昭
然
著
聞
、
宜
荅
天
神
、
以
塞
群
望
。
光
武
於
是
命
有
司
設
壇
場
於
鄗
南
千
秋
亭
五
成

陌
。
六
月
己
未
、
即
皇
帝
位
。
燔
燎
告
天
、
禋
于
六
宗
、
望
於
群
神
。
其
祝
文
曰
、
…
…
於
是
建
元
為
建
武
、
大
赦
天
下
、
改
鄗
為
高
邑
。

�

（
光
武
紀
、
上
）

允
恭
紀
・
顕
宗
紀
と
范
書
光
武
紀
と
の
あ
い
だ
に
は
無
視
し
え
な
い
修
辞
の
一
致
が
あ
る
。
光
武
紀
引
用
条
は
、
帝
位
に
つ
く
を
肯
ん
じ
な
い
劉

秀
に
む
け
た
臣
下
の
即
位
嘆
願
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
修
辞
の
一
致
以
外
に
も
、
允
恭
紀
・
顕
宗
紀
と
は
類
似
の
文
脈
に
配
さ
れ
た
文
と
い
え
る
。

范
書
該
文
を
の
ぞ
い
て
、
現
存
す
る
漢
籍
中
に
『
書
紀
』
両
条
の
出
典
と
し
て
適
当
な
文
章
を
見
出
せ
な
い
。『
華
林
遍
略
』
の
条
文
を
す
く
な

か
ら
ず
保
存
し
て
い
る
は
ず
の
『
太
平
御
覧
』『
藝
文
類
聚
』
に
も
出
典
に
ふ
さ
わ
し
い
文
は
な
い
。

　
『
太
平
御
覧
』
巻
九
十
、
皇
王
部
十
五
、
後
漢
世
祖
光
武
皇
帝
に
は
、『
東
観
漢
記
』
を
主
と
し
て
范
書
以
前
の
種
々
の
後
漢
書
か
ら
、
光
武
帝

に
関
聯
す
る
記
事
を
ぬ
き
だ
し
条
録
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
『
東
観
漢
記
』
光
武
紀
の
佚
文
と
推
さ
れ
る
長
文
が
あ
り
、
さ
き
に
引
い
た
「
至

中
山
」
か
ら
「
改
鄗
為
高
邑
」
ま
で
の
范
書
の
記
事
に
対
応
す
る
と
思
し
い
部
分
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
あ
る
。

東
観
漢
記
曰
、
…
…
至
中
山
、
諸
将
復
請
上
尊
号
、　

①

、
初
王
莽
時
、
上
与
伯
升
及
姉
壻
鄧
晨
・
穰
人
蔡
少
公
燕
語
、
少
公
道
讖
言
劉

秀
当
為
天
子
、
或
曰
是
国
師
劉
子
駿
也
。
上
戯
言
曰
、
何
知
非
僕
耶
、
坐
者
皆
大
笑
。
時
伝
聞
不
見
赤
伏
符
文
軍
中
所
、
上
未
信
、
到
鄗
、

上
所
与
在
長
安
同
舎
諸
生
疆
華
自
長
安
奉
赤
伏
符
詣
鄗
、
与
上
会
。
群
臣
復
固
請
、　
②

、
乃
命
有
司
設
壇
于
鄗
南
千
秋
亭　

③

、
六

月
己
未
、
即
皇
帝
位
、　

④

、
改
元
為
建
武
、　

⑤

。
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范
書
の
記
述
に
く
ら
べ
非
常
に
み
じ
か
い
。
范
書
が
『
東
観
漢
記
』
を
「
刪
煩
」
し
て
成
っ
た
の
が
嘘
の
よ
う
で
あ
る
。『
太
平
御
覧
』
の
藍
本

た
る
『
修
文
殿
御
覧
』
が
『
華
林
遍
略
』
所
引
『
東
観
漢
記
』
を
条
録
す
る
際
い
か
に
大
量
の
節
略
を
な
し
た
か
、
み
ぎ
の
比
較
か
ら
も
推
知
さ

れ
る
。

　

さ
て
、
前
引
范
書
に
そ
な
わ
る
允
恭
・
顕
宗
両
紀
引
用
条
の
出
典
に
ふ
さ
わ
し
い
修
辞
は
、
み
ぎ
の
『
太
平
御
覧
』
の
引
く
『
東
観
漢
記
』
の

文
章
に
は
見
出
せ
な
い
。『
藝
文
類
聚
』
巻
十
二
、
帝
王
部
二
、
後
漢
光
武
帝
も
右
引
し
た
『
東
観
漢
記
』
に
ほ
ぼ
同
文
を
お
さ
め
る
が
、『
太
平

御
覧
』
の
文
章
と
大
差
な
く
や
は
り
出
典
に
ふ
さ
わ
し
い
修
辞
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　

こ
の
状
況
だ
け
を
見
れ
ば
、
允
恭
・
顕
宗
両
紀
引
用
条
の
出
典
を
范
書
の
光
武
紀
に
断
定
し
が
ち
だ
け
れ
ど
、『
太
平
御
覧
』
の
引
用
文
に
は

た
く
さ
ん
の
節
略
文
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
上
引
『
東
観
漢
記
』
光
武
紀
佚
文
に
く
わ
え
た　

①

か
ら　

⑤

は
、

『
東
観
漢
記
校
注
』
が
他
書
に
の
こ
る
同
書
同
紀
の
佚
文
を
博
捜
し
復
元
文
を
挿
入
し
た
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
復
元
に
は
限
界
が
あ
っ
て
、
挿

入
後
も
范
書
に
く
ら
べ
非
常
に
短
文
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。『
東
観
漢
記
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
佚
文
に
数
倍
す
る
長
さ
で
あ
っ
た
ろ
う

と
推
定
さ
れ
る
。

　

允
恭
・
顕
宗
両
紀
引
用
条
に
対
応
す
る
『
東
観
漢
記
』
の
文
章
は
、　

①

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
東
観
漢
記
校
注
』
は
、
左
記
『
文

選
』
巻
三
十
七
、
劉
琨
「
勧
進
表
」
へ
の
李
善
注
所
引
『
東
観
漢
記
』（
二
条
）、

　
ａ
東
観
漢
記
、
群
臣
上
奏
世
祖
曰
、
大
王
社
稷
為
計
、
万
姓
為
心
。

　

ｂ
東
観
漢
記
、
諸
将
上
奏
世
祖
曰
、
帝
王
不
可
以
久
曠
。

お
よ
び
、
同
書
巻
四
十
九
、
干
宝
「
晋
紀
総
論
」
に
李
善
が
注
す
る
な
か
に
、

　
ｃ
東
観
漢
記
、
耿
純
説
上
曰
、
天
時
人
事
、
已
可
知
矣
。

と
あ
る
の
を
合
成
し
て　

①

に
挿
入
し
て
い
る
。
復
元
し
た
文
を
そ
の
前
後
を
ふ
く
め
ひ
だ
り
に
か
か
げ
る
。

至
中
山
、
諸
将
復
請
上
尊
号
、
曰
、
帝
王
不
可
以
久
曠
、
大
王
社
稷
為
計
、
万
姓
為
心
。
耿
純
説
上
曰
、
天
時
人
事
、
已
可
知
矣
。
初
王
莽
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時
…
…

ａ
ｂ
ｃ
の
挿
入
箇
所
の
判
断
は
范
書
を
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
允
恭
・
顕
宗
両
紀
に
類
似
す
る
文
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
だ
。
そ

れ
で
も
范
書
ほ
ど
の
一
致
を
見
な
い
の
は
、『
東
観
漢
記
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
起
因
す
る
と
い
う
よ
り
、
缺
落
部
分
が
な
お
あ
っ
て
い
ま
だ
全
き

復
元
に
至
ら
な
い
か
ら
と
考
え
る
べ
き
だ
。
た
と
え
ば
「
天
命
不
可
以
謙
距
」
の
文
が
范
書
に
あ
る
よ
う
に
『
東
観
漢
記
』
に
も
あ
っ
た
は
ず

で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
『
東
観
漢
記
』
に
主
な
る
材
を
と
っ
た
范
書
が
「
天
命
不
可
以
謙
距
」
と
記
述
で
き
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
類
書
等

に
の
こ
る
『
東
観
漢
記
』
佚
文
と
范
書
と
を
単
純
に
比
較
す
る
の
み
で
は
結
論
を
あ
や
ま
る
。

　
『
東
観
漢
記
』
の
復
元
に
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
と
も
な
い
該
書
と
『
書
紀
』
お
よ
び
范
書
と
の
三
書
の
比
較
も
十
全
に
は

お
こ
な
え
な
い
。
た
だ
、
范
書
に
み
ら
れ
る
文
章
の
過
半
は
ま
ず
『
東
観
漢
記
』
の
文
章
に
も
と
づ
く
は
ず
で
、『
書
紀
』
と
范
書
と
の
相
似
は

同
時
に
『
東
観
漢
記
』
と
の
類
似
も
し
め
し
て
い
る
可
能
性
が
お
お
き
い
。
こ
れ
と
前
章
で
述
べ
た
Ａ
Ｂ
の
出
典
が
唐
諱
を
避
け
て
い
な
い
こ
と

と
を
勘
案
す
れ
ば
、
状
況
的
に
『
書
紀
』
の
出
典
と
し
て
『
東
観
漢
記
』
は
范
書
以
上
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
范
書
か
ら
の
引
用
と
見
ら
れ
て
き
た
文
章
が
『
東
観
漢
記
』
の
文
と
相
似
の
関
係
に
あ
れ
ば
、『
書
紀
』
述
作
者
は
『
東
観
漢
記
』

か
ら
直
接
引
用
を
な
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
可
能
性
は
ひ
く
い
。
目
下
知
ら
れ
る
『
書
紀
』
范
書
お
よ
び
『
東
観
漢
記
』
の
類
似

文
を
検
討
す
る
に
、『
東
観
漢
記
』
の
引
用
に
み
え
た
文
は
類
書
、
そ
れ
も
『
修
文
殿
御
覧
』
で
は
な
く
『
華
林
遍
略
』
か
ら
の
孫
引
き
に
解
す

る
の
が
穏
当
に
思
わ
れ
る
。
天
武
紀
の
文
章
を
例
に
そ
の
こ
と
を
述
べ
よ
う
。

　

・
旗

蔽
野
、
埃
塵
連
天
、
鉦
皷
之
声
聞
数
十
里
。
列
弩
乱
発
、
矢
下
如
雨
。	�



（
天
武
紀
元
年
七
月
辛
亥
条
）

　

・
旗
幟
蔽
野
、
埃
塵
連
天
、
鉦
鼓
之
声
聞
数
百
（
（（
（
里
。
或
為
地
道
、
衝

橦
城
、
積
弩
乱
発
、
矢
下
如
雨
、
城
中
負
戸
而
汲
。  （
范
書
光
武
紀
）

　

・
旗
幟
蔽
野
、
塵

連
（
（（
（
雲
、
金
鼓
之
声
数
十
里
。
或
為
地
突
、
或
為
衝
車
撞
城
、
積
弩
射
城
中
、
矢
下
如
雨
、
城
中
負
戸
而
汲
。

（『
東
観
漢
記
』
光
武
紀
）

　

み
ぎ
に
引
い
た
の
は
、『
書
紀
』
の
天
武
紀
元
年
条
、
そ
の
出
典
に
擬
さ
れ
る
范
書
と
『
東
観
漢
記
』
と
の
各
光
武
紀
で
あ
る
。
范
書
の
記
述
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が
『
東
観
漢
記
』
に
似
る
の
は
当
然
だ
が
、『
書
紀
』
に
よ
り

0

0

類
似
す
る
の
は
い
づ
れ
か
。『
書
紀
』
の
出
典
と
し
て
は
范
書
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い

る
。『
東
観
漢
記
』
が
お
と
る
の
は
、
類
書
に
よ
る
節
略
と
い
う
次
元
で
は
な
く
、
こ
の
ば
あ
い
局
部
の
修
辞
の
差
異
に
よ
る
わ
け
で
、
や
は
り

范
書
の
優
勢
は
う
ご
か
な
い
。
し
か
し
、『
書
紀
』
述
作
者
は
范
書
を
参
照
し
て
い
な
い
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
、
こ
の
范
書
の
文
章
は
類
書
か

ら
孫
引
き
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
ほ
か
な
（
（（
（
い
。『
東
観
漢
記
』
を
直
接
参
照
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
該
書
に
ほ
と
ん
ど
同
文
が
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ

ざ
類
書
所
引
范
書
か
ら
引
用
を
な
す
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
合
理
的
に
説
明
す
る
に
は
、『
東
観
漢
記
』
光
武
紀
も
范
書
光
武
紀
も

と
も
に
引
載
し
て
い
る
類
書
か
ら
す
べ
て
の
引
用
が
な
さ
れ
た
と
解
す
る
ほ
か
な
い
。
こ
こ
に
『
東
観
漢
記
』
直
接
引
用
説
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
、

『
東
観
漢
記
』
の
引
用
は
間
接
的
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

た
だ
范
書
該
条
は
『
藝
文
類
聚
』
に
引
か
れ
ず
、『
太
平
御
覧
』
巻
二
百
八
十
三
、
兵
部
十
四
、
機
略
二
と
同
書
巻
三
百
三
十
六
、
兵
部

六
十
七
、
攻
具
上
と
に
引
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
前
者
は
引
用
書
名
の
記
載
に
混
乱
が
あ
る
よ
う
だ
が
范
書
の
も
の
と
思
わ
れ
、
後
者
は
「
衝

撞
城
」
ま
で
を
録
し
て
范
書
と
は
限
ら
な
い
が
「
後
漢
書
曰
」
と
典
拠
を
明
記
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
范
書
該
条
が
『
太
平
御
覧
』
巻
九
十
、
皇

王
部
に
み
え
な
い
こ
と
だ
。

　
『
太
平
御
覧
』
巻
九
十
で
は
「
旗
幟
蔽
野
」
云
々
の
話
柄
は
『
東
観
漢
記
』
の
引
用
文
に
の
み
あ
っ
て
、
右
引
の
『
東
観
漢
記
』
光
武
紀
は
ま

さ
に
そ
の
部
分
で
あ
る
。「
旗
幟
蔽
野
」
云
々
の
范
書
の
記
事
が
『
太
平
御
覧
』
の
兵
部
に
引
載
さ
れ
皇
王
部
に
な
い
状
況
は
、
そ
の
藍
本
た

る
『
修
文
殿
御
覧
』
の
引
載
状
況
を
反
映
し
て
い
る
は
ず
だ
。『
修
文
殿
御
覧
』
皇
王
部
に
は
范
書
該
条
の
引
用
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
書
紀
』
述
作
者
の
参
照
し
た
類
書
を
仮
に
『
修
文
殿
御
覧
』
と
す
る
な
ら
ば
、「
旗
幟
蔽
野
」
云
々
の
記
事
を
兵
部
に
て
探
し
当
て
た
こ
と
に
な

る
。
当
時
の
書
籍
は
お
よ
そ
巻
子
本
で
閲
覧
に
不
便
で
あ
っ
て
、
記
事
の
検
索
も
篇
目
名
が
唯
一
の
手
が
か
り
で
あ
っ
た
。
兵
部
の
篇
目
か
ら
該

文
の
存
在
を
豫
想
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。『
書
紀
』
の
述
作
者
は
や
は
り
皇
王
部
に
引
載
さ
れ
た
范
書
該
条
を
み
た
と
推
す
る
の
が
理
に
あ

う
。『
修
文
殿
御
覧
』
は
『
華
林
遍
略
』
を
半
分
に
縮
約
し
た
書
だ
か
ら
、『
華
林
遍
略
』
皇
王
部
に
は
よ
り
豊
富
な
光
武
帝
に
関
わ
る
記
事
が
収

載
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
范
書
該
条
（
あ
る
い
は
、
ほ
か
の
後
漢
書
の
光
武
紀
で
あ
っ
て
も
よ
い
が
）
も
、『
華
林
遍
略
』
皇
王
部
に
は
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引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
天
武
紀
に
「
旗

蔽
野
」
以
下
の
文
章
を
記
す
る
に
は
、『
華
林
遍
略
』
皇
王
部
を
利
用
し
た
と
想
定

す
る
の
が
最
も
無
理
が
な
い
。

　

引
載
文
が
長
い
傾
向
に
あ
っ
た
ら
し
い
『
華
林
遍
略
』
に
お
い
て
は
、『
東
観
漢
記
』
ほ
か
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
節
略
せ
ず

原
典
に
ひ
と
し
い
文
章
を
引
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
允
恭
・
顕
宗
両
紀
の
出
典
に
つ
い
て
も
、『
華
林
遍
略
』
所
引
『
東
観
漢

記
』
光
武
紀
は
、「
天
命
不
可
以
謙
距
」
を
備
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
ち
か
い
文
を
保
っ
て
い
た
は
ず
（
（（
（
だ
。

　

前
章
と
本
章
と
で
、
従
来
范
書
か
ら
の
引
用
に
解
さ
れ
た
文
は
、
類
書
所
引
『
東
観
漢
記
』
ほ
か
か
ら
の
引
用
に
よ
み
か
え
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
説
い
た
。
類
書
は
複
数
の
書
籍
か
ら
の
抄
文
を
列
挙
し
た
編
纂
物
で
あ
る
か
ら
、
出
典
原
典
が
『
東
観
漢
記
』
か
范
書
か
と
い
っ
た
区
別
は

不
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
み
か
え
が
正
鵠
を
え
て
い
る
か
否
か
の
判
断
に
は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
、
范
書
の
直
接
引
用
説
に
く
ら

べ
蓋
然
性
は
は
る
か
に
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
類
書
に
『
華
林
遍
略
』
を
擬
し
た
け
れ
ど
、
拙
稿
Ⅲ
お
よ
び
Ⅳ
の
考
証
と
あ
わ
せ
考
え
れ

ば
首
肯
さ
れ
る
結
論
と
考
え
る
。

　
　
　
　

四　

范
書
の
初
伝
時
期

　

以
上
わ
た
し
は
、『
書
紀
』
述
作
者
が
范
書
を
直
接
参
照
せ
ず
、
范
書
か
ら
の
引
用
に
見
え
る
文
は
『
華
林
遍
略
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
っ
た

と
主
張
し
た
。『
書
紀
』
が
范
書
を
じ
か
に
引
い
て
い
な
い
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
『
書
紀
』
撰
上
時
ま
で
の
范
書
未
舶
載
を
意
味
し
な
い
と
し
て

も
、
舶
載
の
徴
証
は
皆
無
に
な
っ
た
。
で
は
、
范
書
の
初
伝
は
い
つ
に
推
定
し
う
る
か
。

　
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
正
史
家
は
「
東
観
漢
記
百
四
十
三
巻
」
を
著
録
し
、
こ
れ
に
左
記
の
双
行
注
を
附
す
る
。

右
隋
書
経
籍
志
所
載
数
也
。
而
件
漢
記
、
吉
備
大
臣
所
将
来
也
。
其
目
録
注
云
「
此
書
凡
二
本
。
一
本
百
廿
七
巻
、
与
集
賢
院
見
在
書
（
（（
（

合
。

一
本
百
四
十
一
巻
、
与
見
書
不
合
。
又
得
零
落
四
巻
、
又
与
両
本
目
録
不
合
。
真
備
在
唐
国
多
処
営
求
、
竟
不
得
其
具
本
。
故
且
随
写
得
如



日本漢文学研究３

— 18 —

件
。」
今
本
朝
見
在
百
卌
二
巻
。

該
文
は
吉
備
真
備
の
漢
籍
舶
載
に
論
究
す
る
際
、
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
記
事
で
あ
る
。「　

」
の
う
ち
が
真
備
の
将
来
目
録
の
注
文
で
あ
ろ
う
。

真
備
は
二
組
の
『
東
観
漢
記
』
お
よ
び
そ
の
零
巻
を
も
ち
か
え
っ
た
よ
う
だ
。
か
れ
は
二
度
唐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、「
在
唐
国
多
処
営
求
」
の

表
現
か
ら
、
該
書
の
蒐
集
は
長
期
に
わ
た
っ
た
初
回
の
在
唐
時
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
文
意
の
と
り
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
、
真
備
が
唐

に
あ
っ
て
『
東
観
漢
記
』
の
足
本
を
う
る
こ
と
に
非
常
の
熱
意
を
か
た
む
け
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
范
書
の
三
史
昇
格
が
開
元
期
の
で
き

ご
と
と
す
れ
ば
、
真
備
が
唐
に
向
け
て
発
っ
た
養
老
元
年
（
＝
唐
・
開
元
五
年
）
当
時
、
そ
の
情
報
は
本
邦
に
は
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ろ

う
。
こ
の
直
前
の
遣
唐
使
す
な
わ
ち
大
宝
度
の
遣
唐
使
が
帰
朝
し
た
の
は
李
賢
の
名
誉
恢
復
以
前
で
あ
る
。
真
備
が
『
東
観
漢
記
』
の
獲
得
に
つ

と
め
た
の
は
、
当
時
の
奈
良
の
学
界
で
認
知
さ
れ
た
三
史
が
『
東
観
漢
記
』
を
く
わ
え
た
組
合
せ
だ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
東
観
漢
記
』
は
伝
を
断
っ
て
久
し
い
け
れ
ど
、
そ
の
散
佚
は
唐
代
に
は
じ
ま
る
よ
う
（
（（
（
だ
。
高
宗
の
顕
慶
元
年
（
六
五
六
）
に
成
っ
た
『
隋

書
』
経
籍
志
に
著
録
さ
れ
る
『
東
観
漢
記
』
の
「
一
百
四
十
三
巻
」
は
具
本
の
巻
数
の
ご
と
く
だ
が
、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
で
は
「
一
百
二
十
七

巻
」
と
あ
っ
て
十
六
篇
す
く
な
い
。
旧
志
は
開
元
年
間
に
成
っ
た
毌

『
古
今
書
録
』
を
流
用
し
た
も
の
な
の
で
、
開
元
当
時
、
秘
閣
の
蔵
書
は

す
で
に
不
全
本
で
あ
っ
た
の
だ
。『
新
唐
書
』
藝
文
志
で
は
さ
ら
に
一
巻
減
っ
て
「
一
百
二
十
六
巻
」
と
あ
る
。『
東
観
漢
記
』
の
散
佚
は
、
范

書
の
盛
行
す
な
わ
ち
そ
の
三
史
昇
格
と
表
裏
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
の
「
在
唐
国
多
処
営
求
、
竟
不
得
其
具
本
」
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ

う
。

　

真
備
が
十
八
年
間
就
学
し
て
い
た
開
元
の
世
は
、
李
賢
の
名
誉
恢
復
が
果
た
さ
れ
、
ま
さ
に
范
書
が
三
史
に
み
と
め
ら
れ
は
じ
め
た
時
期
で
あ

る
。
後
述
の
ご
と
く
史
学
に
あ
か
る
か
っ
た
真
備
が
こ
れ
を
知
ら
な
い
と
は
考
え
が
た
い
。
在
唐
時
の
か
れ
の
認
識
し
た
三
史
は
ま
ず
范
書
を

か
ぞ
え
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
の
が
穏
当
だ
。
た
だ
、
や
や
の
ち
の
史
料
に
な
る
け
れ
ど
、『
二
中
歴
』
巻
十
一
、
経
史
歴
の
「
三

史
」
の
項
は
『
史
記
』『
漢
書
』
范
書
を
あ
げ
な
が
ら
、
そ
の
注
で
「
一
云
、
史
記
・
漢
書
・
東
観
漢
記
（
見
史
記
発
題
、
吉
備
大
臣
三
史
櫃
入

此
三
史
）」
と
い
（
（（
（
う
。
真
備
の
将
来
し
た
「
三
史
」
が
旧
説
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
つ
げ
る
『
二
中
歴
』
の
記
載
は
、
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
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で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
真
備
の
お
び
た
使
命
の
う
ち
に
三
史
の
将
来
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
上
記
の
と
お
り
范
書
の
地
位
上
昇
を
知
ら
な
か

っ
た
ろ
う
時
期
の
日
本
で
は
、
三
史
の
第
三
は
『
東
観
漢
記
』
で
あ
り
、
真
備
自
身
も
入
唐
以
前
は
同
様
の
知
識
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。

　

桃
裕
行
に
よ
れ
ば
、
大
学
寮
に
お
け
る
史
学
の
重
視
、
そ
の
教
科
へ
の
三
史
の
採
用
は
真
備
の
伝
学
の
結
果
と
い
（
（（
（
う
。
文
献
中
に
み
え
る
上
代

学
制
で
学
習
さ
れ
た
三
史
は
ひ
と
し
く
『
史
記
』『
漢
書
』
范
書
で
あ
っ
た
。
紀
伝
科
と
も
い
う
べ
き
学
科
の
は
じ
ま
り
に
、
盛
唐
の
史
学
を
熟

知
し
て
い
た
真
備
の
伝
学
が
あ
っ
た
と
い
う
桃
の
推
断
は
蓋
然
性
が
高
（
（（
（
い
。
こ
の
こ
と
は
、
范
書
の
初
伝
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
真
備

に
よ
る
こ
の
伝
学
こ
そ
、
本
邦
の
学
界
が
范
書
の
重
要
性
を
認
識
す
る
契
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
該
書
の
重
要
性
の
認
知
を
つ
げ

る
徴
証
は
真
備
の
帰
朝
以
前
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　

以
上
を
勘
案
す
れ
ば
、
范
書
の
み
な
ら
ず
「
三
史
」
の
新
説
の
初
伝
者
に
は
天
平
七
年
帰
朝
の
真
備
を
擬
す
る
の
が
、
最
も
穏
当
な
比
定
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。『
書
紀
』
撰
上
当
時
、
范
書
は
未
舶
載
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
。
こ
の
推
定
は
『
書
紀
』
の
名
義
問
題
の
解
決
に
も
有
用

な
示
唆
を
あ
た
え
る
。

　

第
一
に
、
論
頭
で
ふ
れ
た
「
師
説
」
は
『
書
紀
』
原
題
の
如
何
と
お
そ
ら
く
無
関
係
で
あ
ろ
う
と
わ
か
る
。『
書
紀
』
述
作
者
が
未
舶
載
の
范

書
あ
る
い
は
范
曄
の
故
事
を
重
ん
じ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。「
師
説
」
を
援
用
し
た
「
日
本
書
」
原
題
説
は
主
要
な
論
拠
を
う
し
な
っ
た
。

　

第
二
に
、
真
備
に
よ
る
「
正
史
」
概
念
将
来
の
蓋
然
性
が
高
ま
っ
た
。
わ
た
し
は
拙
稿
Ⅱ
で
、「
正
史
」
概
念
の
将
来
に
よ
る
現
行
書
名
「
日

本
書
紀
」
の
成
立
を
説
い
た
。
真
備
に
よ
る
范
書
の
初
伝
が
盛
唐
史
学
の
将
来
の
も
と
に
な
さ
れ
た
意
味
は
お
お
き
い
。
本
邦
に
お
け
る
范
書
の

重
視
が
真
備
に
は
じ
ま
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、
か
れ
の
習
得
し
た
史
学
が
ま
ぎ
れ
も
な
い
盛
唐
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
し
て
い
る
。
盛
唐
の
史

学
は
む
ろ
ん
「
正
史
」
を
重
ん
ず
る
。

　
『
書
紀
』
の
書
名
と
、
該
書
の
潤
色
に
利
用
さ
れ
た
類
書
と
に
関
す
る
私
見
は
、
范
書
の
初
伝
時
期
の
推
定
に
よ
っ
て
精
確
の
度
合
い
を
く
わ

え
た
と
い
え
る
。
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〔
註
〕

（
１
）　

わ
た
し
は
さ
き
に
『
書
紀
』
の
両
問
題
に
つ
い
て
、
お
の
お
の
私
見
を
述
べ
た
。
書
名
問
題
に
関
す
る
拙
稿
は
、「『
日
本
書
紀
』
書
名
論
序
説
」（
佛
教
大
学

大
学
院
紀
要
三
五
、二
〇
〇
七
年
、
拙
稿
Ⅰ
）、「『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
」（
鷹
陵
史
学
三
三
、二
〇
〇
七
年
、
拙
稿
Ⅱ
）、
類
書
問
題
に
関
す
る
拙
稿
は
、

「『
日
本
書
紀
』
と
六
朝
の
類
書
」（
日
本
中
国
学
会
報
五
九
、二
〇
〇
七
年
、
拙
稿
Ⅲ
）、「『
日
本
書
紀
』
の
潤
色
に
利
用
さ
れ
た
類
書
に
つ
い
て
」（
日
本
歴
史
に

掲
載
予
定
、
号
数
未
定
、
拙
稿
Ⅳ
）
の
各
論
文
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
拙
稿
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
の
略
称
を
も
っ
て
お
の
お
の
指
示
す
る
。

（
２
）　

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
、
三
三
六―

三
四
七
頁
。

（
３
）　

山
田
英
雄
「
日
本
書
紀
即
位
前
紀
に
つ
い
て
」（
日
本
歴
史
三
六
八
、一
九
七
九
年
）
は
小
島
説
を
批
判
し
、
范
書
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
た
『
書
紀
』
文
の
実
の

出
典
を
ば
『
太
平
御
覧
』
の
藍
本
た
る
某
類
書
に
引
載
さ
れ
た
『
東
観
漢
記
』
ほ
か
と
論
じ
た
（
九
─
一
〇
頁
）。
山
田
の
論
考
は
表
現
に
や
や
曖
昧
な
点
を
の

こ
す
け
れ
ど
、
范
書
直
接
引
用
説
を
批
判
し
た
数
す
く
な
い
研
究
で
あ
る
。
私
は
山
田
の
見
通
し
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
は
山
田
の
見
解
に
実
証
性
を

あ
た
え
る
試
み
で
も
あ
る
。
小
島
の
意
見
を
承
認
し
た
研
究
と
し
て
、
た
と
え
ば
斎
藤
静
隆
「『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
『
後
漢
書
』
の
利
用
に
つ
い
て
」（
東
京

理
科
大
学
紀
要
（
教
養
編
）
二
六
、一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。

（
４
）　

拙
稿
Ⅲ
と
Ⅳ
と
は
、『
修
文
殿
御
覧
』
説
の
不
備
を
指
摘
し
『
華
林
遍
略
』
説
を
説
い
て
い
る
。
范
書
の
引
用
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
『
修
文
殿
御
覧
』

説
へ
の
反
証
た
り
え
、
ひ
る
が
え
っ
て
『
華
林
遍
略
』
説
の
一
傍
証
と
な
る
。『
華
林
遍
略
』
か
ら
『
太
平
御
覧
』
に
終
着
す
る
類
書
の
系
譜
お
よ
び
概
略
に
つ

い
て
は
拙
稿
Ⅳ
で
ふ
れ
た
け
れ
ど
、
詳
細
は
勝
村
哲
也
「
修
文
殿
御
覧
天
部
の
復
元
」
山
田
慶
兒
編
『
中
国
の
科
学
と
科
学
者
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

一
九
七
八
年
、
同
「
藝
文
類
聚
の
条
文
構
成
と
六
朝
目
録
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
」
東
方
学
報
〈
京
都
〉
六
二
、一
九
九
〇
年
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で

は
各
類
書
の
継
承
関
係
だ
け
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に
図
示
し
て
お
こ
う
。

　
　
（　

）
内
の
長
文
・
短
文
と
は
類
書
が
箇
条
す
る
引
用
文
の
長
さ
の
傾
向
を
い
う
。
み
ぎ
の
う
ち
現
存
す
る
の
は
『
藝
文
類
聚
』
と
『
太
平
御
覧
』
の
み
だ
が
、

『
修
文
殿
御
覧
』
は
条
文
を
そ
の
ま
ま
に
『
太
平
御
覧
』
中
に
ほ
ぼ
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
『
藝
文
類
聚
』
の
主
藍
本
に
は
『
華
林
遍

略
』
を
推
す
説
が
有
力
で
あ
る
。

（
５
）　

該
文
は
、
八
世
紀
後
半
の
大
宰
府
に
お
い
て
さ
え
も
「
三
史
正
本
」
の
収
蔵
が
な
か
っ
た
ほ
ど
、
三
史
流
通
の
低
調
を
つ
げ
る
。
坂
上
康
俊
は
、
大
宰
府
で
三

史
す
ら
そ
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
日
本
の
状
況
は
特
別
で
な
く
、
唐
で
さ
え
も
そ
の
流
通
が
限
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
坂
上
「
書
禁
・
禁
書
と
法
典
の
将
来
」

九
州
史
学
一
二
九
、二
〇
〇
一
年
、
九
頁
。
当
時
の
三
史
の
稀
少
性
は
、
そ
の
舶
載
の
い
か
に
難
事
で
あ
っ
た
か
を
傍
証
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

（
６
）　
「
三
史
」
の
初
出
は
さ
ら
に
十
二
年
さ
か
の
ぼ
る
。『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
十
一
月
癸
未
条
所
載
の
勅
が
、
学
生
の
よ
む
べ
き
典
籍
を
列
挙

し
た
な
か
に
「
伝
生
者
三
史

0

0

」
の
文
字
が
あ
る
。
桃
裕
行
に
よ
れ
ば
、「
伝
生
」
は
「
紀
伝
生
」
の
略
称
ら
し
い
。
桃
『
上
代
学
制
の
研
究　

修
訂
版
』
桃
裕
行

著
作
集
一
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
、
一
四
三
頁
。
の
ち
に
「
紀
伝
道
」
の
公
称
を
え
た
紀
伝
科
の
流
行
が
、
吉
備
真
備
の
三
史
将
来
に
は
じ
ま
る
こ
と
、
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ほ
ぼ
通
解
で
あ
る
。
盛
唐
の
学
風
を
身
に
つ
け
た
真
備
に
と
っ
て
三
史
の
第
三
の
書
は
、
ま
ず
范
書
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
こ
の
「
三
史
」
は
紀
伝
科
の
教
科
書
だ

か
ら
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
真
備
将
来
の
新
知
識
と
同
断
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
７
）　

東
野
治
之
「『
続
日
本
紀
』
所
載
の
漢
文
作
品
─
─
漢
籍
の
利
用
を
中
心
に
」『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九
七
九
年
。
東
野

論
文
は
さ
ら
に
、
雄
略
紀
二
十
三
年
八
月
丙
子
条
の
「
民
」
字
と
『
隋
書
』
巻
二
、
高
祖
紀
下
、
仁
寿
四
年
七
月
丁
未
条
の
「
人
」
字
と
に
同
様
の
関
係
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
雄
略
紀
＝
『
隋
書
』
の
例
は
、
拙
稿
Ⅱ
で
と
り
あ
げ
分
析
を
く
わ
え
た
。

（
８
）　

こ
れ
ら
の
部
分
に
つ
い
て
、
中
華
書
局
本
の
校
勘
記
は
な
に
も
い
わ
な
い
。
百
衲
本
（
紹
興
本
）・
慶
元
本
を
検
し
て
も
、
や
は
り
「
人
」
に
作
る
。

（
９
）　

榎
本
福
寿
「
日
本
書
紀
出
典
考
─
─
対
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」（
佛
教
大
学
研
究
紀
要
六
五
、一
九
八
一
年
）
は
、「「
民
」
へ
の
書
紀
に
お
け
る
統
一
的
な
改
変
」

（
四
三
頁
）
と
解
す
る
け
れ
ど
、『
書
紀
』
述
作
者
に
よ
る
改
変
と
断
ず
る
根
拠
を
し
め
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
え
な
い
。

（
10
）　

中
村
裕
一
「
唐
代
史
料
に
み
え
る
「
世
民
」
両
字
の
避
諱
」『
唐
代
官
文
書
研
究
』
中
文
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
五
年
。

（
11
）　

陳
垣
『
史
諱
挙
例
』「
第
六
十　

以
為
避
諱
回
改
而
致
誤
例
」。

（
12
）　

李
賢
の
本
伝
（『
旧
唐
書
』
巻
八
十
六
、『
新
唐
書
』
巻
八
十
一
）
は
、
か
れ
が
学
者
を
あ
つ
め
范
書
に
注
を
ほ
ど
こ
し
賞
賜
の
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
秘
閣
に

収
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
が
、
高
宗
へ
の
献
上
時
期
を
い
わ
な
い
。
た
だ
、『
唐
会
要
』
巻
三
十
六
、
修
撰
に
「
儀
鳳
元
年
十
二
月
二
日
、
皇
太
子
賢
上
所
注
後

漢
書
。
初
、
太
子
右
庶
子
張
太
安
…
…
同
注
范
曄
後
漢
書
。
詔
付
秘
書
省
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
李
賢
注
本
は
儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
末
に
、
す
く

な
く
と
も
一
応
は
成
っ
て
献
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
李
賢
ら
が
范
書
へ
の
施
注
を
は
じ
め
た
時
期
の
明
白
な
記
載
は
な
い
け
れ
ど
、
常
識
的
に
李
賢
の
立
太
子

（
上
元
二
年
・
六
七
五
）
後
間
も
な
く
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
加
注
作
業
は
わ
づ
か
一
年
半
の
勘
定
に
な
る
。
中
華
書
局
本
范
書
の
「
校
点
説
明
」

が
加
注
作
業
の
期
間
を
「
前
後
只
有
六
年
」
と
い
う
の
は
、
加
注
の
開
始
を
李
賢
立
太
子
の
上
元
二
年
に
み
と
め
、
そ
れ
が
李
賢
の
庶
人
に
お
と
さ
れ
た
調
露
二

年
ま
で
継
続
し
た
と
考
え
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）　

漢
土
に
お
け
る
「
三
史
」
の
各
説
は
、
戸
川
芳
郎
「
四
部
分
類
と
史
籍
」
東
方
学
八
四
、一
九
九
二
年
、
注
（
３
）
に
輯
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
敦
煌
文
献

中
の
『
雑
鈔
』
一
巻
（
Ｐ
二
七
二
一
号
）
の
う
ち
、「
何
名
三
史
」
の
問
い
に
『
史
記
』『
漢
書
』『
東
観
漢
記
』
を
答
え
る
記
事
が
あ
る
。
王
重
民
『
敦
煌
古
籍

叙
録
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、
二
一
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
該
本
は
晩
唐
の
鈔
本
の
ご
と
く
で
、
唐
末
の
辺
境
に
あ
っ
て
は
三
史
の
構
成
は
な
お
旧
説
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。『
雑
鈔
』
に
つ
い
て
は
、
那
波
利
貞
「
唐
鈔
本
雑
抄
攷
─
─
唐
代
庶
民
教
育
史
研
究
の
一
資
料
」『
唐
代
社
会
文
化
史
研
究
』
創
文
社
、
一
九
七
四

年
、
初
出
一
九
四
二
年
を
参
照
。

（
14
）　

李
賢
施
注
以
後
に
し
て
「
民
」
を
避
諱
し
な
い
范
書
の
鈔
写
が
可
能
な
時
期
が
あ
る
。
そ
れ
は
則
天
武
后
の
周
代
で
、
中
村
裕
一
に
よ
れ
ば
武
周
時
代
に
は

「
民
」
は
避
諱
さ
れ
て
い
な
い
。
武
后
の
撰
述
と
さ
れ
る
『
楽
書
要
録
』
巻
六
、
審
飛
候
に
『
続
漢
志
』
巻
一
、
律
暦
上
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
楽
書
要

録
』
に
引
か
れ
る
の
が
、『
東
観
漢
記
』
の
律
暦
志
で
は
な
く
司
馬
彪
『
続
漢
書
』
の
律
暦
志
で
あ
る
こ
と
は
范
書
流
行
の
あ
ら
わ
れ
か
も
し
れ
な
い
。
武
周
時

代
に
范
書
の
流
行
が
み
と
め
ら
れ
れ
ば
、
大
宝
度
の
遣
唐
使
が
「
民
」
を
避
け
な
い
范
書
鈔
本
を
も
ち
か
え
り
う
る
。
し
か
し
、
李
賢
は
武
后
に
よ
っ
て
死
に
お

い
や
ら
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
名
誉
恢
復
は
武
后
の
死
後
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
勘
案
す
れ
ば
、
武
周
朝
下
の
范
書
流
行
は
一
応
限
定
的
に
考
え
て
お
く
の
が
穏
当

に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
す
す
め
て
、
大
宝
度
の
遣
唐
使
に
よ
る
范
書
舶
載
を
い
う
に
は
明
白
な
論
拠
が
要
る
。『
楽
書
要
録
』
の
概
要
お
よ
び
閲
覧
は
羽
塚
啓
明
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「
楽
書
要
録
解
説
」「
校
異
楽
書
要
録
」
東
洋
音
楽
研
究
二
─
二
～
四
、一
九
四
〇
～
四
二
年
に
よ
っ
た
。

（
15
）　

六
朝
か
ら
唐
の
劉
知
幾
に
い
た
る
ま
で
、『
東
観
漢
記
』
へ
の
批
判
的
言
辞
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
三
点
に
集
約
し
う
る
。
第
一
に
、
一
貫
性
の
缺
如
。『
東

観
漢
記
』
は
複
数
の
執
筆
者
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
書
き
つ
い
だ
書
で
あ
る
た
め
、
記
述
と
体
例
と
に
一
貫
性
を
缺
く
憾
み
が
あ
っ
た
。
劉
知
幾
の
批
判
を
き
こ

う
。『
史
通
』
忤
時
篇
で
、
過
去
の
歴
史
書
が
す
べ
て
一
人
の
手
に
成
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、「
唯
後
漢
東
観
、
大
集
羣
儒
、
著
述
無
主
、
条
章
靡
立
。
由
是

伯
度
譏
其
不
実
、
公
理
以
為
可
焚
、
張
蔡
二
子
糾
之
於
当
代
、
傅
范
両
家
嗤
之
於
後
葉
。」
と
記
す
る
。
李
法
（
字
伯
度
）、
仲
長
統
（
字
公
理
）、
張
衡
と
蔡
邕

と
、
み
な
後
漢
の
ひ
と
で
あ
る
。『
東
観
漢
記
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
す
で
に
不
満
の
表
白
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
後
漢
の
四
家
と
傅
玄
・
范
曄
と
の
貶
辞
を
紹
介
し
、

劉
氏
は
『
東
観
漢
記
』
の
体
系
の
缺
如
を
突
い
て
い
る
。『
東
観
漢
記
』
不
評
の
主
因
は
、
ま
ず
こ
こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
東
観
漢
記
』
の
成
書
の
過
程

は
、
呉
樹
平
「《
東
観
漢
記
》
的
撰
修
経
過
及
作
者
事
略
」（『
秦
漢
文
献
研
究
』
斉
魯
書
社
、
一
九
八
八
年
）
に
く
わ
し
い
。

　
　
　

第
二
に
、
叙
述
の
煩
雑
。『
東
観
漢
記
』
の
叙
述
は
、
修
辞
の
洗
練
に
や
や
難
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
夙
に
指
摘
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、『
三
国
志
』
呉
書
二
十
、
韋
曜
伝
に
「
昔
班
固
作
漢
書
、
文
辞
典
雅
、
後
劉
珍
・
劉
毅
等
作
漢
記
、
遠
不
及
固
、
叙
伝
尤
劣
」
と
あ
る
の
は
は
や
い
例
で
あ

る
。『
晋
書
』
巻
四
十
四
、
華
嶠
伝
に
は
「
初
、
嶠
以
漢
紀
煩
穢
、
慨
然
有
改
作
之
意
」
と
あ
っ
て
、
果
た
し
て
華
嶠
は
光
武
帝
か
ら
献
帝
に
い
た
る
史
書
『
後

漢
書
』
九
十
七
巻
を
撰
し
た
。『
東
観
漢
記
』
の
文
章
の
煩
瑣
が
著
作
の
動
機
と
わ
か
る
例
で
あ
る
。
劉
知
幾
は
、
西
晋
の
史
家
た
る
傅
玄
の
こ
と
ば
「
其
文
曾

不
足
観
」
を
引
い
て
『
東
観
漢
記
』
の
蕪
雑
ぶ
り
を
批
判
し
て
い
る
（『
史
通
』
覈
才
篇
）。
呉
樹
平
は
、
当
時
『
東
観
漢
記
』
に
あ
た
え
ら
れ
た
一
般
的
評
価
が

「
其
文
曾
不
足
観
」
の
一
言
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
（
前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』
二
七
九
頁
）。『
東
観
漢
記
』
は
、
原
史
料
を
お
お
く
引
用
し
、
ま
た
そ

の
修
辞
を
踏
襲
し
た
ま
で
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
の
こ
と
が
「
煩
穢
」
の
貶
辞
を
ま
ね
い
た
の
で
あ
る
。
後
段
に
呉
に
よ
る
『
東
観
漢
記
』
と
范
書
と
の
叙
述
の

比
較
研
究
を
紹
介
し
煩
瑣
の
さ
ま
を
み
る
け
れ
ど
、『
書
紀
』
の
出
典
を
決
定
す
る
う
え
で
、『
東
観
漢
記
』
の
記
述
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
、
范
書
に
く
ら
べ
て
そ

う
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
　
　

第
三
に
、
記
述
範
囲
。『
東
観
漢
記
』
の
記
述
す
る
範
囲
が
後
漢
一
代
の
史
事
を
お
お
っ
て
い
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
東
観
漢
記
』
の
本
紀
は
光
武
帝
か
ら

霊
帝
ま
で
し
か
な
く
献
帝
紀
を
缺
く
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
後
漢
末
に
活
躍
し
本
来
た
て
ら
れ
る
べ
き
人
物
の
伝
が
な
い
。『
東
観
漢
記
』
の
録
す
る
後
漢
の
史

事
は
献
帝
時
代
を
缺
き
、
後
漢
史
の
全
き
す
が
た
を
語
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
十
志
も
最
終
的
に
霊
帝
朝
の
蔡
邕
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
定
稿
を
み
た
の
で
は

な
い
模
様
で
あ
る
。
呉
樹
平
「
蔡
邕
撰
修
的
《
東
観
漢
記
》
十
志
」（
前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』）、
ま
た
同
書
の
二
八
〇
頁
を
参
照
。

（
16
）　
『
群
書
治
要
』
の
范
書
引
用
に
つ
い
て
は
、
石
濱
純
太
郎
「
群
書
治
要
の
史
類
」『
支
那
学
論
攷
』
全
国
書
房
、
一
九
四
三
年
を
参
照
。『
群
書
治
要
』
の
概
要

は
、
尾
崎
康
「
群
書
治
要
と
そ
の
現
存
本
」
斯
道
文
庫
論
集
二
五
、一
九
九
一
年
が
参
考
に
な
る
。

（
17
）　

神
田
喜
一
郎
「
正
史
の
話
」
東
光
二
、一
九
四
七
年
、
三
九
頁
。
な
お
、
神
田
の
全
集
中
に
該
論
を
ば
に
わ
か
に
見
出
せ
な
か
っ
た
。
未
収
載
で
あ
ろ
う
か
。

（
18
）　

大
曽
根
章
介
「
川
口
久
雄
・
奈
良
正
一
両
氏
の
『
江
談
證
注
』
を
読
む
」『
大
曽
根
章
介　

日
本
漢
文
学
論
集
』
三
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
、
三
六
一
─

三
六
二
頁
、
初
出
一
九
八
五
年
。
大
江
以
言
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄
「
大
江
以
言
考
」『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
補
訂
版
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年

を
参
照
。

（
19
）　

川
口
久
雄
・
奈
良
正
一
『
江
談
證
注
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
四
年
）
が
、「
恐
ら
く
「
代
」
は
「
世
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
、「
代
祖
」
と
あ
っ
て
も
セ
イ
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ソ
と
読
む
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
」（
一
三
三
〇
頁
）
と
い
う
の
は
説
明
と
し
て
充
分
で
な
い
。

（
20
）　

匡
房
を
ふ
く
め
平
安
人
と
范
書
と
の
か
か
わ
り
は
、
後
藤
昭
雄
「
平
安
朝
人
は
『
後
漢
書
』
を
い
か
に
読
ん
だ
か
─
─
吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
を

読
ん
で
」
文
学
三
─
一
、二
〇
〇
二
年
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
大
学
寮
の
講
書
に
お
け
る
范
書
の
と
り
あ
つ
か
い
に
つ
い
て
は
、
古
藤
真
平
「
三
史
・『
文
選
』
の

「
准
大
経
」
化
」
国
書
逸
文
研
究
二
五
、一
九
九
二
年
を
参
照
。

（
21
）　

范
書
以
降
に
は
、
梁
・
蕭
子
顕
『
後
漢
書
』
が
あ
る
が
す
で
に
佚
し
て
い
る
。

（
22
）　

范
書
の
撰
述
に
は
『
東
観
漢
記
』
以
外
に
、
晋
・
華
嶠
『
後
漢
書
』
が
参
照
さ
れ
た
と
い
う
の
が
通
解
で
あ
る
。
た
と
え
ば
呉
樹
平
「
范
曄
《
後
漢
書
》
与
華

嶠
《
後
漢
書
》」（
前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』）
お
よ
び
同
書
の
四
八
二
頁
な
ど
参
照
。
た
だ
、
勝
村
哲
也
「
目
録
学
」（『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
』
三
、
同

朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
）
は
、『
太
平
御
覧
』
に
引
か
れ
る
華
嶠
の
書
を
范
書
そ
の
も
の
に
う
た
が
い
通
解
へ
の
疑
問
を
述
べ
た
（
一
〇
頁
）。
も
っ
と
も
そ
の

是
非
は
本
稿
の
論
旨
に
関
わ
ら
な
い
。

（
23
）　

前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』
に
収
め
ら
れ
た
二
つ
の
論
文
「《
東
観
漢
記
》
的
缺
陥
和
諸
家
後
漢
書
」（
主
に
二
八
四
─
二
八
五
頁
）、「
范
曄
《
後
漢
書
》
与

《
東
観
漢
記
》」。

（
24
）　

前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』
一
三
四
頁
。

（
25
）　

前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』
二
八
五
─
二
八
六·

四
六
六
─
四
七
三
頁
。

（
26
）　

前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』
四
六
九
─
四
七
一
頁
。

（
27
）　

范
書
と
『
東
観
漢
記
』
と
の
類
似
文
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
本
文
中
に
引
用
し
た
 A’ 

 A”
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
前
掲
、
呉
「
范
曄
《
後
漢
書
》
与

《
東
観
漢
記
》」
に
多
数
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　

前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』
四
六
四
─
四
六
五
頁
。
さ
て
、
范
書
の
安
帝
紀
永
初
元
年
（
一
〇
七
）
冬
十
月
条
と
同
書
倭
伝
と
に
み
え
る
「
倭
国
」
の
文
字

に
つ
い
て
、
范
書
の
古
本
に
は
「
倭
面
土
国
」
と
あ
っ
た
は
ず
と
し
て
、
現
行
范
書
の
文
字
づ
ら
を
疑
問
視
す
る
理
解
が
な
が
ら
く
行
わ
れ
て
き
た
。
西
嶋
定
生

は
、
そ
の
通
解
が
根
拠
の
な
い
誤
解
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
あ
わ
せ
て
范
書
の
「
倭
国
」
云
々
の
記
載
が
范
書
撰
述
の
主
材
料
で
あ
っ
た
『
東
観
漢
記
』
の
記

事
を
踏
襲
し
た
も
の
と
推
定
し
た
。
西
嶋
「「
倭
面
土
国
」
出
典
攷
─
─
「
倭
国
」
の
成
立
と
関
連
し
て
」『
倭
国
の
出
現
─
─
東
ア
ジ
ア
世
界
の
な
か
の
日
本
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
。
初
出
一
九
九
〇
年
。
西
嶋
の
考
証
は
、
范
書
の
表
現
が
お
お
く
『
東
観
漢
記
』
に
も
と
づ
く
と
い
う
こ
と
の
傍
証
た
り
う

る
。

（
29
）　

前
掲
、
小
島
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
三
四
六
─
三
四
七
頁
。
小
島
は
『
東
観
漢
記
』
を
引
く
に
あ
た
っ
て
、
清
代
に
成
っ
た
二
十
四
巻
の
輯
本

（
殿
本
）
を
使
用
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
東
観
漢
記
校
注
』
を
参
照
し
な
が
ら
佚
文
の
採
録
源
に
よ
っ
た
。
呉
本
と
二
十
四
巻
本
と
の
あ
い
だ
に
は
、『
太
平
御

覧
』
な
ど
採
録
源
の
版
本
に
起
因
す
る
と
思
し
き
小
異
の
存
す
る
ば
あ
い
が
あ
る
け
れ
ど
、
本
稿
の
論
旨
に
影
響
し
な
い
の
で
特
に
こ
と
わ
ら
な
か
っ
た
。

（
30
）　

前
掲
、
小
島
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
三
九
〇
─
三
九
五
頁
。
唐
・
虞
世
南
『
北
堂
書
鈔
』
は
宋
代
に
刊
刻
さ
れ
ず
、
は
じ
め
て
上
木
さ
れ
た
の

は
明
の
万
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
該
書
は
隋
代
の
成
書
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
約
千
年
の
あ
い
だ
鈔
本
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
当
然
転
写
を
へ
る
ご
と
に
原
本
の
面
目
は
そ
こ
な
わ
れ
た
は
ず
で
、『
北
堂
書
鈔
』
引
載
文
と
『
書
紀
』
文
と
の
比
較
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
た
だ
し
、『
北
堂
書
鈔
』
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
九
世
紀
末
成
）
に
著
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
代
に
『
北
堂
書
鈔
』
将
来
の
徴
証
は
皆
無
で
あ
る
こ
と

か
ら
、『
書
紀
』
撰
上
当
時
未
舶
載
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
北
堂
書
鈔
』
刊
行
の
歴
史
に
つ
い
て
は
鈴
木
啓
造
の
一
連
の
研
究
、
た
と
え
ば
「
北
堂
書
鈔
の
刊

本
お
よ
び
写
本
に
つ
い
て
」
学
術
研
究
（
地
理
学
・
歴
史
学
・
社
会
科
学
編
）
二
九
、一
九
八
〇
年
な
ど
を
参
照
。

（
31
）　
「
是
時
」
と
「
是
歳
」
と
の
異
同
。
小
島
の
よ
っ
た
殿
本
は
「
粟
斛
三
十
」
を
「
粟
斛
銭0

三
十
」
に
作
っ
て
い
る
。『
東
観
漢
記
』
明
帝
紀
の
佚
文
を
最
も
ま
と

ま
っ
て
の
こ
し
て
い
る
の
は
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
十
一
で
あ
る
。
呉
の
輯
本
も
、
明
帝
紀
の
復
元
に
は
『
太
平
御
覧
』
の
当
該
文
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
そ
の

な
か
に
「
銭
」
字
は
な
い
。
二
十
四
巻
本
は
な
に
に
よ
っ
て
「
銭
」
字
を
く
わ
え
た
の
か
明
白
で
な
い
。
た
だ
、「
銭
」
字
の
あ
っ
た
ほ
う
が
『
書
紀
』
の
文
章

に
は
ち
か
く
な
る
。

（
32
）　

 B’
は
、『
太
平
御
覧
』『
藝
文
類
聚
』
と
も
に
引
か
れ
ず
、
わ
づ
か
に
『
太
平
御
覧
』
巻
九
十
一
、
皇
王
部
十
六
、
顕
宗
孝
明
皇
帝
所
引
『
東
観
漢
記
』
に
「
会

郡
県
吏
、
労
賜
作
楽
」
と
あ
る
の
が
一
致
す
る
の
み
。
し
か
し
、
 B’
も
述
作
者
の
参
照
し
た
『
太
平
御
覧
』
の
藍
本
系
類
書
に
は
箇
条
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。『
修

文
殿
御
覧
』
条
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
『
太
平
御
覧
』
に
 B’
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
は
、『
華
林
遍
略
』
説
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。

（
33
）　

前
掲
、
小
島
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
三
三
六
─
三
三
七
頁
。

（
34
）　

現
行
范
書
は
「
数
百
里
」
に
作
る
が
、『
太
平
御
覧
』
巻
二
百
八
十
三
に
引
か
れ
る
范
書
の
も
の
と
思
し
き
同
文
は
「
数
十
里
」
に
作
る
。『
太
平
御
覧
』
巻

三
百
三
十
六
に
「
後
漢
書
曰
」
に
引
か
れ
る
同
文
で
は
「
数
百
里
」
に
作
る
け
れ
ど
、
范
書
に
先
行
す
る
『
東
観
漢
記
』
も
『
後
漢
紀
』
も
「
数
十
里
」
に
作
り

天
武
紀
も
然
り
だ
か
ら
「
数
十
里
」
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
う
。

（
35
）　
「
塵
熛
連
雲
」
を
、
潘
岳
「
藉
田
賦
」（『
文
選
』
巻
七
）
へ
の
李
善
注
所
引
『
東
観
漢
記
』
は
「
埃
塵
連
天
」
に
作
り
、
そ
の
本
文
を
採
用
す
れ
ば
『
書
紀
』

の
文
章
に
よ
り
近
づ
く
が
、
范
書
ほ
ど
の
類
似
を
し
め
せ
な
い
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
や
は
り
『
東
観
漢
記
』
を
出
典
に
擬
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
36
）　
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
正
史
家
に
箇
条
さ
れ
る
後
漢
書
は
、『
東
観
漢
記
』
と
范
書
の
み
で
、
ほ
か
の
後
漢
書
は
未
舶
載
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
范
書
該
文
と
同
文
を
有
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
他
の
後
漢
書
か
ら
の
引
用
は
あ
り
え
な
い
。

（
37
）　
『
東
観
漢
記
校
注
』
が　

①

の
復
元
に
参
照
し
た
李
善
注
所
引
『
東
観
漢
記
』
も
原
典
で
は
な
く
類
書
か
ら
の
転
引
の
可
能
性
が
あ
る
。
岡
村
繁
『
文
選
の
研

究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
三
─
三
〇
四･

三
〇
六
頁
参
照
。

（
38
）　

こ
れ
は
唐
の
「
集
賢
院
」
で
あ
ろ
う
か
。
本
邦
上
代
に
「
集
賢
院
」
の
存
し
た
か
否
か
を
、
わ
た
し
は
知
ら
な
い
。
唐
朝
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
池
田
温
「
盛

唐
之
集
賢
院
」
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
一
九
─
二
、一
九
七
一
年
を
参
照
。

（
39
）　

呉
樹
平
「《
東
観
漢
記
》
的
流
伝
」（
前
掲
、
呉
『
秦
漢
文
献
研
究
』）
が
、『
東
観
漢
記
』
の
散
佚
す
る
経
過
を
詳
述
し
て
い
る
。
さ
て
、
宋
以
後
、『
東
観
漢

記
』
の
伝
世
は
ま
れ
に
な
る
け
れ
ど
、
宋
・
邵
傅
『
邵
氏
聞
見
後
録
』
巻
九
に
「
神
宗
悪
後
漢
書
范
曄
姓
名
、
欲
更
修
之
。
求
東
観
漢
記
、
久
之
不
得
。
後
高
麗

以
其
本
附
医
官
某
人
来
上
、
神
宗
已
厭
代
矣
」
と
あ
る
。
神
宗
が
欲
し
て
と
う
と
う
得
ら
れ
な
か
っ
た
『
東
観
漢
記
』
を
高
麗
が
つ
た
え
て
い
た
事
実
を
知
る
。

高
麗
の
伝
存
本
は
、
ふ
る
く
朝
鮮
半
島
に
わ
た
っ
た
本
に
も
と
づ
く
の
だ
ろ
う
。
真
備
以
前
の
奈
良
の
学
界
が
『
東
観
漢
記
』
を
重
視
し
た
の
は
、
直
接
に
は
朝

鮮
半
島
な
か
ん
づ
く
百
済
の
学
藝
の
影
響
で
は
な
か
ろ
う
か
。
六
朝
時
代
、
学
藝
の
中
心
は
南
朝
で
あ
っ
た
が
、
百
済
が
中
国
南
朝
と
密
接
な
交
渉
を
有
し
て
い

た
こ
と
に
は
多
く
の
証
拠
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
門
田
誠
一
「
百
済
と
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
中
国
と
の
交
渉
─
─
中
国
製
・
中
国
系
考
古
資
料
の
吟
味
」『
古
代
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東
ア
ジ
ア
地
域
相
の
考
古
学
的
研
究
』
学
生
社
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。
百
済
と
日
本
（
倭
）
と
の
ふ
か
い
関
わ
り
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

詳
述
す
る
餘
裕
を
も
た
な
い
が
、
真
備
以
前
の
本
邦
学
藝
は
中
国
か
ら
の
直
接
的
影
響
は
比
較
的
う
す
く
、
中
国
南
朝
を
模
し
た
百
済
文
化
の
影
響
が
濃
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
わ
た
し
は
持
っ
て
い
る
。

（
40
）　
『
二
中
歴
』「
書
史
巻
数
」
の
項
に
も
「
又
除
（
後
？
）
漢
書
、
加
東
観
漢
記
、
為
三
史
類
歟
」
の
注
文
が
あ
る
。『
拾
芥
抄
』
巻
上
、
経
史
部
の
「
已
上
謂
之

三
史
」
の
割
注
「
或
説
、
史
記
・
漢
書
・
東
観
漢
記
謂
三
史
、
見
史
記
発
題
也
、
吉
備
大
臣
三
史
櫃
入
此
三
史
云
々
」
の
記
事
は
、『
二
中
歴
』
と
同
じ
い
。『
明

文
抄
』
文
事
部
の
「
三
史
」
の
項
に
も
「
史
記
・
漢
書
・
東
観
漢
記
。
…
…
又
吉
備
大
臣
三
史
櫃
如
此
云
々
」
と
注
記
さ
れ
る
。

（
41
）　

前
掲
、
桃
『
上
代
学
制
の
研
究　

修
訂
版
』
一
四
一
─
一
四
三
頁
。

（
42
）　

久
木
幸
男
『
日
本
古
代
学
校
の
研
究
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
、
一
〇
二
─
一
〇
四
頁
）
と
古
藤
真
平
「
文
章
科
と
紀
伝
道
」（
古
代
学
研
究
所
研

究
紀
要
三
、一
九
九
三
年
、
二
─
三
頁
）
と
は
、
真
備
の
導
入
し
た
「
三
史
」
を
ば
、
范
書
で
は
な
く
『
東
観
漢
記
』
を
メ
ン
バ
ー
に
す
る
も
の
と
し
て
、
桃
の

推
定
を
否
定
す
る
。
そ
の
論
拠
は
二
つ
、
一
つ
は
さ
き
に
引
い
た
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
双
行
注
ほ
か
が
明
か
す
真
備
の
『
東
観
漢
記
』
舶
載
、
も
う
一
つ
は

『
二
中
歴
』
ほ
か
の
「
吉
備
大
臣
三
史
櫃
」
中
の
一
書
が
『
東
観
漢
記
』
で
あ
る
と
い
う
注
記
、
特
に
後
者
で
あ
る
。
真
備
が
『
東
観
漢
記
』
を
も
ち
か
え
っ
た

こ
と
は
明
証
が
あ
る
わ
け
で
疑
問
の
餘
地
は
な
い
。
し
か
し
真
備
の
認
識
し
た
「
三
史
」
の
一
が
、
范
書
で
は
な
く
た
だ
『
東
観
漢
記
』
の
み
で
あ
っ
た
と
断
ず

る
の
は
早
計
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。「
吉
備
大
臣
三
史
櫃
」
が
『
東
観
漢
記
』
を
収
め
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
が
、
真
備
の
み
と
め
る
三
史
か
ら
范
書
を
排
除

す
る
論
拠
に
な
ら
な
い
。
真
備
は
入
唐
に
あ
た
り
『
東
観
漢
記
』
を
く
わ
え
た
「
三
史
」
将
来
を
命
せ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、「
吉
備
大
臣
三
史
櫃
」
云
々
は

そ
れ
が
た
だ
反
映
さ
れ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
盛
唐
の
史
学
を
ま
な
ん
で
三
史
の
一
に
范
書
を
認
識
し
な
い
の
は
不
自
然
だ
。
私
見
で
は
真
備
は
三

史
の
両
説
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
の
経
緯
を
熟
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
留
学
中
の
真
備
の
修
学
な
か
ん
づ
く
真
備
が
初
回
在
唐
時
、
目
録
学
に
く
わ
し
い
趙
玄

黙
に
つ
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
Ⅱ
の
三
八
頁
を
参
照
。
ま
た
古
藤
「
文
章
科
と
紀
伝
道
」
は
、
文
章
科
設
置
以
前
す
で
に
史
書
、

そ
れ
も
范
書
を
ふ
く
ん
だ
三
史
が
学
ば
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
（
二
─
三
頁
）。
神
亀
五
年
（
七
二
八
）、
大
学
寮
に
文
章
博
士
一
人
が
お
か
れ
、
天
平
二
年

（
七
三
〇
）「
文
章
生
二
十
人
」
と
そ
の
定
員
が
さ
だ
ま
っ
た
（「
文
章
生
」
の
初
例
）。
こ
こ
に
文
章
科
と
い
う
べ
き
独
立
し
た
学
科
が
は
じ
ま
る
の
だ
が
、
古
藤

の
推
論
は
小
島
憲
之
の
出
典
研
究
を
無
批
判
に
受
け
容
れ
援
用
し
た
も
の
で
し
た
が
え
な
い
。
本
稿
の
考
証
に
よ
っ
て
、
天
平
七
年
の
真
備
帰
朝
以
前
の
范
書
舶

載
の
徴
証
は
一
切
消
滅
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

追
記　

み
ぎ
小
論
を
入
稿
し
た
の
ち
、
小
林
岳
「
章
懐
太
子
李
賢
と
二
つ
の
墓
誌
」（
東
方
三
二
三
、二
〇
〇
八
年
一
月
）
が
出
た
。
小
林
は
、
七
〇
六
年
と
七
一
一
年

と
に
作
成
さ
れ
た
李
賢
の
二
つ
の
墓
誌
に
み
え
る
異
同
を
と
り
あ
げ
る
。
前
者
の
つ
く
ら
れ
た
当
時
、
反
唐
室
勢
力
（
武
韋
派
）
は
い
ま
だ
お
と
ろ
え
て
お
ら
ず
、
誌

文
に
も
李
賢
の
復
権
を
歓
迎
し
な
い
か
れ
ら
の
存
在
が
う
か
が
え
る
と
い
う
。
武
韋
派
の
一
掃
さ
れ
た
の
ち
に
成
っ
た
後
者
に
そ
の
風
が
な
い
の
は
、
李
賢
の
復
権
が

果
た
さ
れ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
推
定
す
る
。
范
書
の
三
史
昇
格
を
玄
宗
朝
の
創
始
に
み
る
私
見
と
、
小
林
の
推
断
と
は
矛
盾
な
く
聯
絡
す
る
。


